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漢
点
字
の
散
歩
（
二
十
一
）

岡
田

健
嗣

漢
点
字
紹
介
（
四
）

４
．
漢
点
字
の
ご
紹
介

①

第
一
基
本
文
字
（
一
マ
ス
漢
点
字
）
（
承
前
）

前
号
に
引
き
続
き
、
一
マ
ス
の
漢
点
字
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

漢
点
字
符
号
を
か
な
読
み
し
た
場
合
の
、
五
十
音
に
従
っ
て

ご
紹
介
し
ま
す
。

カ
行

カ（

）

金

キ
ン

コ
ン

か
ね

12
「

」
は
、
「
金
」
を
表
す
漢
点
字
符
号
で
す
。
「

」
や

「

」
の
形
で
、
金
の
入
っ
た
文
字
を
構
成
し
ま
す
。
「
金
」

は
、
金
属
の
名
前
や
金
属
製
品
を
表
し
ま
す
。

例
：

銀

銅

鉄

針

鋼

キ（

）

木

ボ
ク

モ
ク

き

こ

13
「

」
は
、
「
木
」
を
表
す
漢
点
字
符
号
で
す
。
「

」

や
」

」
の
形
で
、
多
く
の
文
字
に
含
ま
れ
ま
す
。

例
：

林

森

相

想

机

ク（

）

草

ソ
ウ

く
さ

14
「

」
は
、
「
草
」
を
表
す
漢
点
字
符
号
で
す
。
「

」

は
、
草
冠
と
し
て
多
く
の
文
字
に
含
ま
れ
ま
す
。

例
：

菜

薄

荷

芳

＊

「

木
」
と
「

草
」
は
、
木
偏
・
草
冠
と
し
て
用
い

ら
れ
ま
す
が
、
木
偏
は
樹
木
の
名
前
と
木
製
品
や
木
に
ま
つ
わ

る
文
字
を
形
成
し
ま
す
。
草
冠
も
同
様
に
、
草
の
名
前
と
草
を

原
料
に
し
た
製
品
や
草
に
ま
つ
わ
る
文
字
、
あ
る
い
は
そ
の
他

か
ら
派
生
し
た
文
字
を
形
成
し
ま
す
。
漢
点
字
で
は
、
樹
木
の

名
・
草
の
名
は
、
原
則
と
し
て
一
括
し
た
漢
点
字
符
号
を
使
用

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
従
っ
て
こ
の
「

、

」
の
漢
点
字

符
号
は
、
原
則
と
し
て
樹
木
や
草
の
名
前
に
は
用
い
ら
れ
ま
せ

ん
。ケ（

）

犬

ケ
ン

い
ぬ

15
「

」
は
、
「
犬
」
を
表
す
漢
点
字
符
号
で
す
。
「

」
の

漢
点
字
符
号
は
、
獣
偏
と
し
て
、
多
く
の
文
字
に
含
ま
れ
ま

す
。
ま
た
「

」
の
形
で
、
「
犬
」
の
含
ま
れ
る
文
字
を
形
成

し
ま
す
。

例
：

狭

狂

独

献

状

－ １ －



然
コ（

）

子

シ

こ

16
「

」
は
、
「
子
」
を
表
す
漢
点
字
符
号
で
す
。
「

」
、

「

」
の
形
で
、
「
子
」
を
含
む
文
字
を
構
成
し
ま
す
。

例
：

季

享

好

孝

サ
行

サ（

）

都

ト

ツ

み
や
こ

17
「

」
は
、
「
都
」
を
表
す
漢
点
字
符
号
で
す
。
「
都
」
の

文
字
に
は
「
お
お
ざ
と
」
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
漢
点

字
で
は
原
則
と
し
て
、
「

」
の
形
で
「
こ
ざ
と
」
を
、

「

」
の
形
で
「
お
お
ざ
と
」
を
表
し
ま
す
。

例
：

阿

院

限

郡

部

郎
シ（

）

市

シ

い
ち

18
「

」
は
、
「
市
」
を
表
す
漢
点
字
符
号
で
す
。
「
市
」
を

含
む
文
字
に
用
い
ら
れ
る
と
と
も
に
、
な
べ
ぶ
た
を
と
れ
ば

「
巾
」
に
な
り
ま
す
の
で
、
「
巾
」
の
含
ま
れ
る
文
字
に
も
用

い
ら
れ
ま
す
。

例
：

姉

肺

帳

布

幅

＊
「
巾
」
を
単
独
に
用
い
る
場
合
は
、
「

」
の
漢
点
字

符
号
が
当
て
ら
れ
ま
す
。
「
布
巾
」
は
「

」
、
「
頭

巾
」
は
「

」
と
な
り
ま
す
。

ス（

）

発

ハ
ツ

ホ
ツ

は
な
つ

た
つ

19
「

」
は
、
「
発
」
を
表
す
漢
点
字
符
号
で
す
。
「

」
の

漢
点
字
符
号
は
、
「
癶
（
は
つ
が
し
ら
）
」
を
表
し
ま
す
。
ま

た
「

」
で
、
「
発
」
を
含
む
文
字
を
表
し
ま
す
。

例
：

登

廃

セ（

）

食

シ
ョ
ク

ジ
キ

た
べ
る

く
う

20
「

」
は
、
「
食
」
を
表
す
漢
点
字
符
号
で
す
。
「

」
の

形
で
、
「
食
偏
」
を
表
し
ま
す
。

例
：

飲

館

飯

飽

＊

「
食
」
に
は
「
良
」
の
文
字
の
形
が
含
ま
れ
ま
す
が
、

漢
点
字
で
は
「
食
」
と
「
良
」
と
は
別
字
と
捉
え
ま
す
。

ソ（

）

馬

バ

う
ま

ま

め

21
「

」
は
、
「
馬
」
を
表
す
漢
点
字
符
号
で
す
。
「

」
や

「

」
の
形
で
、
「
馬
」
を
含
む
文
字
を
表
し
ま
す
。

例
：

駅

驚

験

篤

－ ２ －



タ
行

タ（

）

田

デ
ン

た

22
「

」
は
、
「
田
」
を
表
す
漢
点
字
符
号
で
す
。
「

」
や

「

」
の
形
で
、
「
田
」
の
文
字
を
含
む
文
字
を
表
し
ま
す
。

例
：

男

町

畑

胃

細

思
＊

「
田
」
は
耕
作
地
を
象
形
化
し
た
文
字
で
す
が
、

「
細
、
思
、
胃
」
な
ど
の
「
田
」
は
耕
作
地
に
由
来
し
て
は
い

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
漢
点
字
で
は
そ
の
形
を
取
っ
て
、
「

、

」
で
表
し
ま
し
た
。

チ（

）

竹

チ
ク

た
け

23
「

」
は
、
「
竹
」
を
表
す
漢
点
字
符
号
で
す
。
「

」
の

形
で
、
「
竹
冠
」
を
表
し
ま
す
。

例
：

管

筋

箱

等

＊

「
竹
冠
」
の
つ
く
文
字
は
、
多
く
竹
製
品
を
表
し
ま
す

が
、
「
笹
、
篠
」
の
よ
う
に
竹
の
名
前
を
表
す
文
字
も
あ
り
ま

す
。
漢
点
字
で
は
先
に
ご
紹
介
し
た
「
木
、
草
」
と
同
様
に
、

後
に
ご
紹
介
す
る
植
物
の
名
前
を
表
す
符
号
が
用
い
ら
れ
ま

す
。ツ

（

）

土

ド

つ
ち

24
「

」
は
、
「
土
」
を
表
す
漢
点
字
符
号
で
す
。
「

」
や

「

」
の
形
で
、
「
土
」
を
含
む
文
字
を
表
し
ま
す
。

例
：

域

地

社

壁

テ（

）

手

シ
ュ

て

25
「

」
は
、
「
手
」
を
表
す
漢
点
字
符
号
で
す
。
「

」
の

形
で
「
手
偏
」
の
文
字
を
、
「

」
の
形
で
そ
の
他
の
「
手
」

を
含
む
文
字
を
表
し
ま
す
。

例
：

持

批

抱

挙

掌

ト（

）

戸

コ

と

26
「

」
は
、
「
戸
」
を
表
す
漢
点
字
符
号
で
す
。
「

」
の

形
で
「
戸
冠
」
を
含
む
文
字
を
表
し
ま
す
。

例
：

所

戻

扇

肩

ナ
行

ナ（

）

人

ジ
ン

ニ
ン

ひ
と

27
「

」
は
、
「
人
」
を
表
す
漢
点
字
符
号
で
す
。
「

」
の

形
で
、
「
人
偏
」
を
含
む
文
字
を
表
し
ま
す
。
ま
た
「

」
の

形
で
、
他
の
「
人
」
の
形
を
含
む
文
字
を
表
し
ま
す
。

例
：

仰

僕

価

値

臥

来

－ ３ －



＊
「
来
」
は
、
旧
字
の
「
來
」
の
文
字
の
中
に
「
人
」
の
形

が
含
ま
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
「

」
の
漢
点
字
符
号
と

な
り
ま
し
た
。
た
だ
し
こ
の
「
人
」
の
形
は
、
「
ひ
と
」
を
意

味
し
て
は
い
ま
せ
ん
。
実
っ
て
穂
を
垂
れ
た
穀
物
（
麦
）
を
象

っ
た
も
の
で
す
。

（

）

仁

ジ
ン

28
「

」
は
、
「
仁
」
を
表
す
漢
点
字
符
号
で
す
。
「

」
の

形
で
、
二
つ
目
の
「
人
偏
」
を
表
し
ま
す
。

例
：

作

使

任

仏

＊

「
人
偏
」
を
含
む
文
字
は
数
多
く
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で

漢
点
字
で
は
「
糸
偏
、
言
偏
」
と
同
様
に
、
二
つ
の
符
号
を
用

意
し
ま
し
た
。
「

」
を
「
第
一
人
偏
」
、
「

」
を
「
第
二

人
偏
」
と
呼
び
ま
す
。

ニ（

）

水

ス
イ

み
ず

29
「

」
は
、
「
水
」
を
表
す
漢
点
字
符
号
で
す
。
「

」
の

形
で
、
「
さ
ん
ず
い
」
を
表
し
ま
す
。
ま
た
、
「

」
の
形

で
、
「
水
」
の
文
字
を
含
む
文
字
を
表
し
ま
す
。

例
：

河

池

海

湖

（

）

氷

ヒ
ョ
ウ

こ
お
り

こ
お
る

ひ

30
「

」
は
、
「
氷
」
を
表
す
漢
点
字
符
号
で
す
。
「

」
の

漢
点
字
符
号
は
、
二
つ
目
の
「
さ
ん
ず
い
」
と
し
て
用
い
ら
れ

る
と
と
も
に
、
「
に
す
い
」
と
し
て
も
用
い
ら
れ
ま
す
。
ま
た

「

」
の
漢
点
字
符
号
は
、
「
氷
」
や
「
に
す
い
」
を
含
ん
だ

文
字
を
表
し
ま
す
。

例
：

汗

漏

滑

次

凍

寒
＊

「
冫
（
に
す
い
）
」
は
、
「
氷
」
に
由
来
す
る
部
首
で

す
。
こ
れ
を
含
む
文
字
は
比
較
的
少
な
い
こ
と
と
、
「
さ
ん
ず

い
」
を
含
む
文
字
が
大
変
多
い
こ
と
か
ら
、
「

」
を
「
に
す

い
」
と
二
つ
目
の
「
さ
ん
ず
い
」
の
符
号
と
し
て
用
い
ま
す
。

そ
こ
で
「

」
を
「
第
一
さ
ん
ず
い
」
、
「

」
を
「
第
二
さ

ん
ず
い
」
あ
る
い
は
「
に
す
い
」
と
呼
び
ま
す
。
従
っ
て
漢
点

字
か
ら
は
「

」
の
符
号
が
、
「
に
す
い
」
で
あ
る
か
「
さ
ん

ず
い
」
で
あ
る
か
を
判
断
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

ヌ（

）

力

リ
ョ
ク

リ
キ

ち
か
ら

31
「

」
は
、
「
力
」
を
表
す
漢
点
字
符
号
で
す
。
「

」
や

「

」
の
形
で
、
「
力
」
を
含
む
文
字
を
表
し
ま
す
。

例
：

協

男

勉

労

ネ（

）

示

シ

ジ

し
め
す

32
「

」
は
、
「
示
」
を
表
す
漢
点
字
符
号
で
す
。
「

」
の

形
で
「
示
偏
」
を
表
し
ま
す
。
ま
た
「

」
の
形
で
、
「
示
」

－ ４ －



を
含
む
文
字
を
表
し
ま
す
。

例
：

神

社

礼

宗

祭

＊

「
示
偏
」
に
よ
く
似
た
形
の
部
首
に
「
衣
偏
」
が
あ
り

ま
す
。
後
述
の
通
り
、
漢
点
字
で
は
こ
れ
も
「

」
で
表
し
ま

す
。ノ（

）

私

シ

わ
た
く
し

33
「

」
は
、
「
私
」
を
表
す
漢
点
字
符
号
で
す
。
「

」
の

形
で
、
「
ノ
木
偏
」
や
「
ノ
木
」
が
上
に
あ
る
文
字
を
表
し
ま

す
。
ま
た
「

」
の
形
で
、
「
ノ
木
」
を
含
む
文
字
を
表
し
ま

す
。例

：

科

種

秋

委

季

秦

ハ
行

ハ（

）

走

ソ
ウ

は
し
る

34
「

」
は
、
「
走
」
を
表
す
漢
点
字
符
号
で
す
。
「

」
の

形
で
、
「
走
に
ょ
う
」
を
表
し
ま
す
。
ま
た
「

」
の
形
で
、

「
走
」
を
含
む
文
字
を
表
し
ま
す
。

例
：

趣

赴

超

越

徒

ヒ（

）

進

シ
ン

す
す
む

35

「

」
は
、
「
進
」
を
表
す
漢
点
字
符
号
で
す
。
「

」
の

形
で
、
「
し
ん
に
ょ
う
」
を
表
し
ま
す
。

例
：

道

送

迎

連

（

）

火

カ

ひ

36
「

」
は
、
「
火
」
を
表
す
漢
点
字
符
号
で
す
。
「

」
の

形
で
、
「
火
偏
」
を
表
し
ま
す
。
ま
た
「

」
の
形
で
、

「
火
」
を
含
む
文
字
を
表
し
ま
す
。

例
：

煙

焼

灯

燃

炎

秋

フ（

）

女

ジ
ョ

ニ
ョ

お
ん
な

37
「

」
は
、
「
女
」
を
表
す
漢
点
字
符
号
で
す
。
「

」
や

「

」
の
形
で
、
「
女
」
を
含
む
文
字
を
表
し
ま
す
。

例
：

姉

妹

安

委

要

ヘ（

）

玉

ギ
ョ
ク

た
ま

38
「

｣

は
、｢

玉
」
を
表
す
漢
点
字
符
号
で
す
。｢

｣

や｢
｣

の
形
で
、｢

玉｣

を
含
む
文
字
を
表
し
ま
す
。
玉｣

は
部
首
と
な

る
と
き
、
し
ば
し
ば
「
王
」
の
形
に
変
化
し
ま
す
。

例
：

国

璽

宝

現

珠

珍
ホ

－ ５ －



（

）

方

ホ
ウ

か
た

39
「

」
は
、
「
方
」
を
表
す
漢
点
字
符
号
で
す
。
「

」
の

形
で
「
方
偏
」
を
、
「

」
の
形
で
「
方
」
を
含
む
文
字
を
表

し
ま
す
。

例
：

旗

施

放

訪

芳

マ
行

マ（

）

石

セ
キ

シ
ャ
ク

い
し

40
「

｣

は
、｢

石｣

を
表
す
漢
点
字
符
号
で
す
。｢
｣

の
形
で

｢

石
偏｣

を
、｢

｣

の
形
で｢

石｣
を
含
む
文
字
を
表
し
ま
す
。

例
：

研

硬

磁

硝

碧

ミ（

）

耳

ジ

み
み

41
「

」
は
、
「
耳
」
を
表
す
漢
点
字
符
号
で
す
。
「

」
の

形
で
「
耳
偏
」
を
、
「

」
の
形
で
「
耳
」
を
含
む
文
字
を
表

し
ま
す
。

例
：

取

職

聖

聴

聞

葺
ム（

）

車

シ
ャ

く
る
ま

42
「

」
は
、
「
車
」
を
表
す
漢
点
字
符
号
で
す
。
「

」
で

「
車
偏
」
を
、
「

」
で
「
車
」
を
含
む
文
字
を
表
し
ま
す
。

例
：

軽

転

軟

軍

庫

連
メ（

）

目

モ
ク

め

43
「

」
は
、
「
目
」
を
表
す
漢
点
字
符
号
で
す
。
「

」
の

形
で
「
目
偏
」
を
、
「

」
の
形
で
「
目
」
を
含
む
文
字
を
表

し
ま
す
。

例
：

眼

睦

相

督

＊

漢
点
字
で
は
「
目
」
に
由
来
し
な
い
文
字
の
中
に

「
目
」
の
形
が
含
ま
れ
る
場
合
に
も
、
「

、

」
の
形
を
用

い
ま
す
。

例
：

県

真

直

面

モ（

）

門

モ
ン

か
ど

44
「

」
は
、
「
門
」
を
表
す
漢
点
字
符
号
で
す
。
「

」
の

形
で
「
門
構
え
」
を
表
し
ま
す
。

例
：

開

閉

閑

関

間

聞

ヤ
行

ヤ（

）

病

ビ
ョ
ウ

ヘ
イ

や
ま
い

や
む

45
「

」
は
、
「
病
」
を
表
す
漢
点
字
符
号
で
す
。
「

」
の

形
で
「
病
垂
れ
」
を
表
し
ま
す
。
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例
：

痛

疲

癖

痢

療

ユ（

）

行

ギ
ョ
ウ

コ
ウ

ゆ
く

お
こ
な
う

46
「

」
は
、
「
行
」
を
表
す
漢
点
字
符
号
で
す
。
「

」
の

形
で
、
「
行
人
偏
」
と
「
行
構
え
」
を
表
し
ま
す
。

例
：

後

得

律

街

衡

術

ヨ（

）

店

テ
ン

み
せ

47
「

」
は
、
「
店
」
を
表
す
漢
点
字
符
号
で
す
。
「

」
の

形
で
「
麻
垂
れ
」
を
表
し
ま
す
。

例
：

庫

広

庶

席

磨

ラ
行

ラ（

）

月

ゲ
ツ

ガ
ツ

つ
き

48
「

」
は
、
「
月
」
を
表
す
漢
点
字
符
号
で
す
。
「

」
の

形
で
「
月
偏
」
を
、
「

」
の
形
で
「
月
」
を
含
む
文
字
を
表

し
ま
す
。

例
：

能

服

朋

期

明

（

）

肉

ニ
ク

し
し

49
「

」
は
、
「
肉
」
を
表
す
漢
点
字
符
号
で
す
。
「

」
や

「

」
の
形
で
、
「
肉
月
」
を
表
し
ま
す
。

例
：

肝

脚

脳

胃

筋

肩
＊

部
首
の
「
月
」
の
形
は
、
天
体
の
「
月
」
と
「
肉
」
に

由
来
し
ま
す
が
、
「
舟
」
に
由
来
す
る
「
月
」
も
沢
山
あ
り
ま

す
。
し
か
も
天
体
の
「
月
」
、
「
肉
月
」
、
「
舟
」
に
由
来
す

る
「
月
」
の
区
別
は
、
必
ず
し
も
判
然
と
し
ま
せ
ん
。
漢
点
字

で
は
原
則
と
し
て
「

、

」
で
「
月
」
と
「
舟
」
に
由
来
す

る
「
月
」
を
、
「

、

」
で
「
肉
月
」
を
表
し
ま
す
。
し
か

し
「

（
有
）
」
と
「

（
朝
）
」
は
漢
点
字
符
号
の

「
月
」
と
「
肉
月
」
が
反
対
に
な
っ
て
い
ま
す
。
漢
点
字
の
創

作
時
に
こ
の
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
既
に
長
年
の
膾
炙
に
よ

る
も
の
と
ご
了
解
下
さ
い
。
同
様
の
異
同
は
他
に
も
見
ら
れ
ま

す
。リ（

）

分

ブ
ン

フ
ン

わ
け
る

わ
か
つ

50
「

」
は
、
「
分
」
を
表
す
漢
点
字
符
号
で
す
。
「
分
」
の

文
字
は
、
「
八
」
と
「
刀
」
で
で
き
て
い
ま
す
が
、
「

」
は

「
分
」
の
文
字
全
体
を
表
し
ま
す
。
「

」
の
形
で
「
八
頭
」

や
三
角
屋
根
の
形
を
表
し
ま
す
。
ま
た
「

」
や
「

」
の
形

は
、
「
分
」
を
含
む
文
字
も
表
し
ま
す
。

例
：

会

舎

全

貧

粉

雰

（

）

日

ジ
ツ

ニ
チ

ひ

51
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「

」
は
、
「
日
」
を
表
す
漢
点
字
符
号
で
す
。
「

」
や

「

」
の
形
で
、
「
日
」
を
含
む
文
字
を
表
し
ま
す
。
ま
た

「
曰
（
エ
ツ
）
」
を
含
む
文
字
も
表
し
ま
す
。

例
：

映

晶

曜

是

間

書

ル（

）

性

セ
イ

シ
ョ
ウ

さ
が

52
「

」
は
、
「
性
」
を
表
す
漢
点
字
符
号
で
す
。
「

」
の

形
で
「
立
心
偏
」
を
表
し
ま
す
。
ま
た
「

」
の
形
で
、
「
下

心
」
を
表
し
ま
す
。

例
：

悦

情

悩

恭

添

慕

（

）

心

シ
ン

こ
こ
ろ

53
「

」
は
、
「
心
」
を
表
す
漢
点
字
符
号
で
す
。
「

」
や

「

」
の
形
で
、
「
心
」
を
含
む
文
字
を
表
し
ま
す
。

例
：

恐

感

思

志

レ（

）

口

コ
ウ

ク

く
ち

54
「

」
は
、
「
口
」
を
表
す
漢
点
字
符
号
で
す
。
「

」
の

形
で
、
「
口
偏
」
を
、
「

」
の
形
で
、
「
口
」
を
含
む
文
字

を
表
し
ま
す
。

例
：

兄

咲

史

呈

加

器

（

）

囲

イ

か
こ
む

55
「

」
は
、
「
囲
」
を
表
す
漢
点
字
符
号
で
す
。
「

」
の

形
で
「
国
構
え
」
を
表
し
ま
す
。

例
：

困

因

団

国

回

ロ（

）

十

ジ
ュ
ウ

と
お

56
「

」
は
、
漢
数
字
の
「
十
」
を
表
す
漢
点
字
符
号
で
す
。

｢
｣

や｢
｣

の
形
で
、｢

十｣

を
含
む
文
字
を
表
し
ま
す
。

例
：

友

布

直

有

計

針

＊

漢
点
字
で
は
、
「
布
、
友
、
有
」
の
上
の
部
分
、
カ
タ

カ
ナ
の
「
ナ
」
に
似
た
形
の
部
分
を
、
「

（
十
）
」
で
表
す

こ
と
に
し
ま
し
た
。

（

）

止

シ

と
め
る

と
ま
る

や
む

57
「

」
は
、
「
止
」
を
表
す
漢
点
字
符
号
で
す
。
「

」
や

「

」
の
形
で
、
「
止
」
を
含
む
文
字
を
表
し
ま
す
。

例
：

歩

歯

肯

祉

渋

以
上
、
漢
点
字
の
最
も
基
本
的
な
文
字
、
一
マ
ス
で
表
す
第

一
基
本
文
字
・

字
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
。

57

次
回
か
ら
は
、
こ
の
第
一
基
本
文
字
で
構
成
さ
れ
た
文
字

と
、
二
マ
ス
で
表
す
基
本
文
字
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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一

言

岡
田

健
嗣

ヴ
ィ
ク
ト
ー
ル
・
フ
ラ
ン
ク
ル

前
号
で
は
「
読
む
」
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
み
ま
し
た
。

私
ど
も
は
、
私
ど
も
が
行
っ
て
い
る
漢
点
字
普
及
の
活
動

は
、
そ
の
ま
ま
視
覚
障
害
者
の
識
字
運
動
で
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
日
本
語
を
母
語
と
す
る
私
ど
も
は
、
視
覚
に
障
害
が
あ

る
／
な
し
に
よ
ら
ず
、
「
漢
字
仮
名
交
じ
り
文
」
を
読
み
書
き

す
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
「
漢
点
字
」
が

発
表
さ
れ
る
ま
で
は
、
漢
字
を
表
す
触
読
文
字
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
従
っ
て
視
覚
に
障
害
を
持
つ
者
は
、
漢
字
の
体
系
の

文
字
を
使
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
漢
字
の

知
識
の
習
得
も
叶
わ
な
か
っ
た
の
で
し
た
。
触
読
で
き
る
文
字

は
「
点
字
」
と
呼
ば
れ
る
か
な
体
系
（
実
際
は
ロ
ー
マ
字
体

系
）
の
音
標
文
字
だ
け
で
し
た
。
や
っ
と
一
九
六
九
年
に
な
っ

て
、
世
界
で
初
め
て
触
読
可
能
な
漢
字
の
体
系
で
あ
る
「
漢
点

字
」
が
、
故
・
川
上
泰
一
先
生
に
よ
っ
て
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
初
め
て
漢
字
の
知
識
を
手
に
す
る
こ
と
が
で
き
、
触
読

で
「
漢
字
仮
名
交
じ
り
文
」
を
読
め
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
し

た
。と

こ
ろ
で
こ
こ
で
私
は
、
「
視
覚
に
障
害
が
あ
る
／
な
し
に

よ
ら
ず
」
と
書
き
ま
し
た
。
こ
の
認
識
が
そ
も
そ
も
違
う
、
と

い
う
ご
意
見
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
こ
と
に
気
づ
い
て
い
ま

す
。
視
覚
に
障
害
の
あ
る
者
は
、
「
漢
字
仮
名
交
じ
り
文
」
を

読
み
書
き
す
る
必
要
は
な
い
、
と
い
う
ご
意
見
で
す
。
私
は
こ

れ
ま
で
こ
の
こ
と
を
考
え
に
入
れ
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
も
し

こ
れ
が
公
的
な
見
解
で
あ
れ
ば
、
私
ど
も
が
行
っ
て
い
る
活
動

も
、
識
字
運
動
で
は
な
く
、
漢
点
字
愛
好
者
の
ク
ラ
ブ
活
動
に

過
ぎ
な
い
、
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
。
し
か
し
公
的

機
関
は
も
と
よ
り
、
ど
の
方
面
か
ら
も
何
方
も
こ
の
よ
う
に
は

お
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
。
誰
も
言
い
ま
せ
ん
が
、
視
覚
障
害
者
は

「
漢
字
仮
名
交
じ
り
文
」
を
読
み
書
き
し
な
く
て
も
よ
ろ
し

い
、
「
漢
点
字
」
は
「
漢
点
字
」
の
愛
好
者
が
使
用
す
れ
ば
よ

ろ
し
い
、
と
暗
に
誰
か
が
言
い
、
多
く
の
視
覚
障
害
者
と
彼
ら

が
な
す
社
会
に
足
場
を
置
く
晴
眼
者
が
そ
れ
に
呼
応
し
て
う
な

ず
い
て
い
る
姿
が
浮
か
ん
で
く
る
、
誰
も
何
も
言
わ
な
い
、
決

し
て
正
面
か
ら
議
論
し
な
い
、
そ
う
し
て
視
覚
障
害
者
の
「
漢

字
仮
名
交
じ
り
文
」
の
読
み
書
き
そ
の
も
の
を
黙
殺
し
て
い

る
、
そ
れ
が
現
在
の
情
況
に
見
え
て
く
る
、
黙
し
て
顧
み
ら
れ

な
い
と
い
う
情
況
が
…
。
何
が
そ
う
さ
せ
て
い
る
の
か
、
私
に

は
分
か
り
ま
せ
ん
。
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
こ
れ
は
普
遍
的
な
黙
契

な
の
か
？
も
し
そ
う
で
あ
れ
ば
、
私
だ
け
が
不
感
症
で
あ
っ
た

た
め
に
、
そ
の
黙
契
に
棹
を
差
し
て
し
ま
っ
た
、
そ
う
な
の
か

も
し
れ
な
い
、
多
分
そ
う
な
の
だ
ろ
う
、
そ
ん
な
風
に
見
え
始
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め
ま
し
た
。

障
害
者
福
祉
の
領
域
で
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
言

葉
が
唱
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
久
し
く
時
が
経
ち
ま
し
た
。

ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
は
一
言
で
言
え
ば
、
社
会
の
あ
ら

ゆ
る
場
所
で
、
障
害
者
を
、
そ
の
障
害
を
理
由
に
排
除
し
た
り

拒
ん
だ
り
し
て
は
い
け
な
い
、
社
会
の
責
任
に
お
い
て
、
障
害

者
を
社
会
の
構
成
員
と
し
て
受
け
入
れ
て
、
分
け
隔
て
な
い
生

活
が
営
め
な
け
れ
ば
い
け
な
い
、
と
い
う
理
念
の
こ
と
で
す
。

実
に
荘
重
な
理
念
で
す
。
そ
の
実
現
に
か
か
る
費
用
は
、
社
会

的
コ
ス
ト
と
し
て
、
社
会
が
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
も

言
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
考
え
方
は
前
世
紀
の
半
ば
に
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
社
会
福

祉
の
現
場
に
発
し
た
と
言
わ
れ
ま
す
。
後
に
欧
米
の
社
会
福
祉

の
原
理
と
さ
れ
ま
し
た
。
わ
が
国
で
も
一
九
七
〇
年
代
辺
り
か

ら
よ
く
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
現
在
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
よ

く
見
ら
れ
る
、
公
共
施
設
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や
点
字
ブ
ロ
ッ
ク

の
設
置
、
駅
の
券
売
機
の
点
字
表
示
な
ど
は
こ
の
考
え
方
に
則

っ
た
整
備
と
言
わ
れ
ま
す
。
そ
し
て
厚
労
省
や
福
祉
関
係
者
の

間
で
は
、
「
わ
が
国
の
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
は
、
ほ
ぼ
達

成
さ
れ
た
」
と
言
わ
れ
て
い
る
と
耳
に
し
ま
す
。

な
る
ほ
ど
そ
う
か
、
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
考
え
方
か

ら
す
れ
ば
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
を
設
置
す
る
の

と
同
様
に
、
漢
点
字
の
習
得
を
進
め
る
こ
と
な
く
、
実
際
に
は

「
漢
字
仮
名
交
じ
り
文
」
が
読
め
な
く
て
も
「
読
め
る
」
こ
と

に
す
る
、
「
読
め
る
と
見
做
」
せ
ば
よ
ろ
し
い
と
い
う
こ
と
な

の
か
と
、
今
私
は
膝
を
打
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
な
る
ほ
ど
そ
う

か
！前

置
き
が
長
く
な
り
ま
し
た
。

最
近
「
ハ
ド
ン
・
ク
リ
ン
グ
バ
ー
グ
・
ジ
ュ
ニ
ア
著
、
『
人

生
が
あ
な
た
を
待
っ
て
い
る－

〈
夜
と
霧
〉
を
越
え
て
』
（
赤

坂
桃
子
訳
、
み
す
ず
書
房
）
」
と
い
う
本
を
読
み
ま
し
た
。
こ

れ
は
「
夜
と
霧
」
と
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
そ

の
著
者
・
ヴ
ィ
ク
ト
ー
ル
・
フ
ラ
ン
ク
ル
（
一
九
〇
五
～
一
九

九
七
）
の
生
涯
を
紹
介
し
た
も
の
で
す
。
著
者
の
ク
リ
ン
グ
バ

ー
グ
は
、
フ
ラ
ン
ク
ル
の
弟
子
と
も
言
え
る
精
神
医
学
者
で

す
。
視
覚
障
害
者
に
も
音
訳
書
が
で
き
て
い
ま
す
の
で
、
読
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。

周
知
の
よ
う
に
フ
ラ
ン
ク
ル
は
、
戦
後
「
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
」

と
呼
ば
れ
る
ナ
チ
ス
の
強
制
収
容
所
か
ら
辛
く
も
生
還
し
た
数

少
な
い
ユ
ダ
ヤ
人
の
一
人
で
す
。
収
容
所
内
で
父
の
病
死
を
看

取
り
、
母
は
引
き
離
さ
れ
た
後
に
ガ
ス
室
へ
送
ら
れ
、
妻
と
も

別
れ
、
そ
の
妻
も
あ
の
ア
ン
ネ
・
フ
ラ
ン
ク
と
同
じ
時
期
に
同

じ
収
容
所
で
、
熱
病
（
発
疹
チ
フ
ス
と
言
わ
れ
る
）
に
倒
れ
て

こ
の
世
を
去
り
ま
し
た
。
そ
の
数
か
月
後
に
は
終
戦
を
迎
え
よ

う
と
し
て
い
た
の
に
で
す
。

フ
ラ
ン
ク
ル
は
ウ
ィ
ー
ン
に
戻
っ
て
そ
の
事
実
を
知
り
ま

－ １０ －



す
。
独
り
に
な
っ
た
こ
と
を
知
っ
て
彼
は
、
口
述
筆
記
で
『
夜

と
霧
』
を
書
き
上
げ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

左
の
引
用
は
、
前
掲
書
に
収
録
さ
れ
て
い
る
フ
ラ
ン
ク
ル
の

講
演
で
す
（
傍
点
を
〝

〟
、
棒
線
を－

－

で
表
し
ま
し

た
。
）
。
そ
の
中
で
彼
は
、
人
間
は
本
能
か
ら
指
針
を
得
る
こ

と
は
で
き
な
い
、
現
在
で
は
伝
統
や
価
値
観
か
ら
も
、
指
針
を

得
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
と
言
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中

か
ら
人
は
、
内
面
に
空
虚
感
を
抱
く
よ
う
に
な
る
、
彼
は
こ
れ

を
「
実
存
的
空
虚
」
と
呼
び
ま
す
。
こ
の
空
虚
の
出
現
と
そ
の

克
服
が
、
こ
の
文
の
主
題
と
言
え
ま
す
。
こ
れ
は
昨
年
、
作
家

の
村
上
春
樹
氏
の
テ
ル
ア
ビ
ブ
で
の
講
演
で
用
い
た
「
壁
と

卵
」
の
喩
に
通
ず
る
も
の
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。
卵
は
弱
い
、
壁

に
あ
た
れ
ば
壊
れ
る
。
だ
が
弱
い
も
の
は
壊
し
て
も
よ
い
の
か

…
？「

基
本
的
に
、
根
源
的
に
、
本
質
的
に
、
人
間
は
ホ
メ
オ
ス

タ
シ
ス
を
気
に
か
け
な
い
の
で
す
。
人
間
は
、
〝
本
質
的

に
〟
、
愉
悦
、
幸
福
、
あ
る
い
は
自
分
の
内
部
の
状
況
を
気
に

し
な
い
の
で
す
。
そ
も
そ
も
基
本
的
に
、
人
間
は
自
分
自
身
、

あ
る
い
は
自
分
の
内
部
の
す
べ
て
に
か
ま
わ
な
い
の
で
す
。
人

間
で
あ
る
こ
と
の
真
の
し
る
し
と
あ
か
し
は
、
人
間
は
つ
ね
に

自
分
以
外
の
何
か
を
め
ざ
し
、
そ
の
方
向
に
向
か
う
と
い
う
点

に
あ
り
ま
す
。
人
間
の
存
在
は
、
つ
ね
に
、
そ
れ
以
外
の
な
に

か
、
自
分
以
外
の
誰
か
に
結
び
つ
い
て
い
ま
す
。
」
（
左
の
引

用
か
ら
）

村
上
氏
の
作
品
で
は
、
ス
ポ
イ
ル
と
そ
の
克
服
が
テ
ー
マ
に

な
っ
て
い
る
よ
う
に
読
め
ま
す
。
こ
の
克
服
が
、
フ
ラ
ン
ク
ル

の
言
う
「
自
己
実
現
」
で
な
く
「
自
己
超
越
」
な
の
だ
と
語
る

語
り
口
に
響
き
合
っ
て
い
る
よ
う
に
読
め
る
の
で
す
。
こ
の
超

越
あ
る
い
は
克
服
に
、
「
言
葉
」
が
大
き
な
力
に
な
る
に
違
い

な
い
、
私
は
そ
う
思
う
の
で
す
。

フ
ラ
ン
ク
ル
は
最
晩
年
に
、
イ
ラ
ン
か
ら
招
待
を
受
け
て
い

た
と
い
い
ま
す
。
彼
自
身
、
大
変
乗
り
気
だ
っ
た
と
も
い
い
ま

す
。
彼
が
言
う
よ
う
に
、
そ
こ
に
有
効
性
を
見
出
す
こ
と
は
不

毛
で
し
ょ
う
。
し
か
し
あ
の
イ
ラ
ン
に
、
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
か
ら

生
還
し
た
ユ
ダ
ヤ
人
が
訪
れ
る
と
い
う
の
は
、
遠
く
離
れ
た
地

に
い
る
私
ど
も
も
、
耳
目
を
惹
か
れ
る
思
い
に
さ
せ
ら
れ
る
出

来
事
だ
と
言
っ
て
よ
い
と
思
い
ま
す
。
残
念
な
が
ら
彼
は
、
そ

れ
を
果
た
す
こ
と
な
く
こ
の
世
を
去
り
ま
し
た
。

（
引
用
は
、
音
訳
書
か
ら
私
が
起
こ
し
て
、
東
京
漢
点
字
羽

化
の
会
会
員
の
杉
田
ひ
ろ
み
さ
ん
に
校
正
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
）

（
ヴ
ィ
ク
ト
ー
ル
・
フ
ラ
ン
ク
ル
、
１
９
７
３
／

／

の
講

02

11

演
か
ら
、
ト
ロ
ン
ト
、
マ
ッ
シ
ー
ホ
ー
ル
に
て
）

若
者
に
お
け
る
意
味
の
探
求

み
な
さ
ま
、
私
は
先
日
、
ア
メ
リ
カ
の
学
生
か
ら
お
手
紙
を

－ １１ －



い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
手
紙
か
ら
二
つ
の
文
章
を
引
用
さ
せ

て
く
だ
さ
い
。
「
フ
ラ
ン
ク
ル
博
士
、
私
は
学
位
と
、
車
と
、

安
全
と
、
必
要
以
上
の
セ
ッ
ク
ス
と
力
を
持
て
あ
ま
し
て
い
る

歳
で
す
。
い
ま
私
が
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
こ
れ
ら

22す
べ
て
が
ど
ん
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
の
か
、
自
分
の
た
め
に

そ
の
説
明
を
見
つ
け
る
こ
と
だ
け
で
す
」

こ
の
豊
か
な
社
会
の
た
だ
中
に
あ
っ
て
、
い
っ
た
い
な
に
が

欠
如
し
、
な
に
が
失
わ
れ
、
彼
が
持
っ
て
い
る
も
の
す
べ
て
に

は
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
？
こ
の
す
べ
て
が
無

意
味
で
あ
る
と
い
う
感
覚
が
、
今
日
ほ
ど
若
い
人
び
と
の
あ
い

だ
で
増
大
し
、
蔓
延
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
し
ば

し
ば
、
内
面
の
空
洞
か
ら
く
る
空
虚
感
と
関
係
が
あ
り
ま
す－

－

私
は
こ
れ
を
「
実
存
的
空
虚
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
空

虚
な
真
空
状
態
は
、
人
生
を
価
値
あ
る
も
の
に
す
る
意
味
を
探

し
求
め
る
若
者
の
実
存
的
フ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
な
の
で
す
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
簡
単
に
説
明
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

動
物
と
は
異
な
り
、
人
間
は
な
に
を
〝
す
べ
き
〟
か
本
能
が

命
じ
て
く
れ
な
く
な
っ
て
か
ら
久
し
い
の
で
す
。
ま
た
昔
と
は

ち
が
っ
て
、
伝
統
や
価
値
観
も
指
針
と
な
っ
て
く
れ
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
現
代
の
人
び
と
は
、
自
分
が
本
当
に
〝
し
た
い
〟
こ
と

が
な
に
か
す
ら
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
彼

は
ほ
か
の
人
た
ち
が
し
て
い
る
こ
と
を
そ
の
ま
ま
し
よ
う
と
す

る
の
で
す－

体
制
順
応
主
義－

あ
る
い
は
ほ
か
の
人
が
自
分
に

望
ん
で
い
る
こ
と
を
す
る－

全
体
主
義
と
言
え
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

私
は
、
か
つ
て
ジ
ー
ク
ム
ン
ト
・
フ
ロ
イ
ト
が
マ
リ
ー
・
ボ

ナ
パ
ル
ト
に
書
い
た
文
章
に
は
賛
成
で
き
ま
せ
ん
。
彼
は
こ
こ

で
、
人
間
は
自
分
の
価
値
、
存
在
の
意
味
を
疑
っ
て
い
る
と
き

は
病
気
で
あ
る
と
書
い
て
い
る
の
で
す
。
で
も
私
は
、
そ
の
人

間
が
ほ
ん
と
う
に
病
気
だ
と
は
考
え
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
そ
れ
は

真
の
人
間
存
在
で
あ
る
こ
と
の
表
明
で
す
。
蟻
も
、
蜂
も
、
い

か
な
る
動
物
も
自
分
の
存
在
に
意
味
が
あ
る
か
ど
う
か
疑
問
を

感
じ
た
り
し
ま
せ
ん
。
人
間
だ
け
な
の
で
す
。
存
在
の
意
味
に

つ
い
て
思
い
煩
う
の
は
、
人
間
の
特
権
な
の
で
す
。
人
間
は
そ

の
よ
う
な
意
味
を
探
し
求
め
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
意
味
を
実

現
す
る
〝
権
利
〟
を
与
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
理
由

か
ら
、
そ
れ
は
神
経
症
の
症
状
で
は
な
く
、
人
間
と
し
て
の
成

就
だ
と
認
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
そ
れ
は
、
知
的

な
誠
実
さ
と
偽
り
の
な
さ
の
あ
ら
わ
れ
な
の
で
す
。
人
生
の
意

味
は
す
で
に
与
え
ら
れ
て
い
る
と
考
え
る
よ
り
、
大
胆
に
そ
こ

に
立
ち
向
か
っ
て
い
く－

－

疑
問
を
抱
き
、
そ
の
よ
う
な
意
味

が
ほ
ん
と
う
に
存
在
す
る
の
か
挑
戦
を
挑
む
の
が
若
者
の
特
権

で
す
。
し
か
し
私
が
思
い
ま
す
に
、
こ
の
勇
気
に
は
忍
耐
も
必

要
で
す
。
若
い
人
た
ち
は
、
性
急
に
自
ら
の
命
を
奪
っ
た
り
せ

ず
、
待
つ－

－

辛
抱
づ
よ
く
待
つ－

－

必
要
が
あ
る
の
で
す
。

そ
う
す
る
と
い
つ
か
そ
の
う
ち
に
意
味
が
見
え
て
く
る
の
で

－ １２ －



す
。
若
者
た
ち
の
自
殺
が
世
界
的
な
規
模
で
増
加
し
て
い
る
現

実
を
、
よ
く
考
え
て
み
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
薬
物
の
力
を
借
り
て
逃
避
す
る
若
者
が
い
ま
す
。
あ

る
種
の
薬
物
を
服
用
す
る
と
、
全
世
界
が
突
然
「
は
て
し
な
く

意
味
に
あ
ふ
れ
て
い
る
」
よ
う
に
見
え
て
く
る
か
ら
で
す
。
す

べ
て
が
意
味
に
満
ち
て
い
る
と
い
う
感
覚
が
得
ら
れ
ま
す
が
、

そ
れ
は
単
に
主
観
に
す
ぎ
ず
、
真
実
の
意
味
、
現
実
の
意
味
、

ほ
ん
も
の
の
意
味
に
よ
っ
て
裏
打
ち
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
ほ
ん

も
の
の
意
味
は
外
の
世
界
に
あ
っ
て
、
あ
な
た
に
よ
っ
て
成
就

さ
れ
る
の
を
待
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
あ
な
た
が
た
自
身
の
心

の
中
に
は
な
い
の
で
す
。
薬
物
の
力
を
借
り
、
無
限
の
意
味
を

主
観
的
に
経
験
し
て
自
分
を
満
た
そ
う
と
す
る
若
い
人
た
ち

は
、
オ
ー
ル
ズ
と
ミ
ル
ナ
ー
が
自
己
刺
激
の
実
験
を
行
っ
た
被

験
動
物
と
同
じ
よ
う
な
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。
彼

ら
は
被
験
動
物
の
脳
の
視
床
下
部
に
電
極
を
挿
入
し
、
電
気
回

路
を
接
続
す
る
た
び
に
、
動
物
が
明
ら
か
に
性
的
オ
ル
ガ
ス
ム

ス
ま
た
は
食
物
摂
取
に
よ
る
満
足
感
の
よ
う
な
感
覚
を
経
験
し

て
い
る
こ
と
を
観
察
し
ま
し
た
。
動
物
は
レ
バ
ー
に
飛
び
乗
っ

て
自
分
で
回
路
を
閉
じ
る
こ
と
を
学
習
し
、
こ
の
操
作
が
や
め

ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。
性
交
ま
た
は
食
物
摂
取
時
の
よ
う
な
主

観
的
な
満
足
感
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
動
物
は
、
ほ
ん
も
の
の

性
交
相
手
ま
た
は
食
物
が
与
え
ら
れ
て
も
こ
れ
を
か
え
り
み

ず
、
無
視
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
電
流
で
十
分
だ
っ
た
の

で
す
。
同
じ
よ
う
に
、
薬
物
の
常
用
に
よ
り
意
味
の
経
験
を
味

わ
っ
て
し
ま
っ
た
者
は
、
そ
の
人
に
よ
っ
て－

他
の
誰
で
も
な

い
、
ま
さ
に
そ
の
人
に
よ
っ
て－

な
し
遂
げ
ら
れ
る
の
を
待
っ

て
い
る
真
の
課
題
、
真
の
意
味
を
避
け
て
通
る
よ
う
に
な
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
意
味
は
、
他
で
も

な
い
そ
の
人
に
よ
っ
て
、
い
ま
、
こ
こ
で
実
現
さ
れ
な
け
れ

ば
、
永
遠
に
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

人
間
を
、
そ
の
人
間
的
な
次
元
ま
で
追
跡
せ
ず
、
人
間
的
な

現
象
に
高
い
価
値
を
認
め
ず
、
そ
の
代
わ
り
に
還
元
主
義
者
の

よ
う
に
そ
の
人
間
性
を
奪
っ
て
し
ま
っ
た
な
ら
、
私
た
ち
は
こ

の
世
の
状
況
に
う
ま
く
対
処
で
き
な
い
で
し
ょ
う
。
真
の
人
間

的
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン－

つ
ま
り
意
味
の
探
求－

を
認
め
て
い
な

い
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
が
挫
折
し
た
と
し
て
も
気
づ
き
よ
う
が

あ
り
ま
せ
ん
。
ち
が
う
言
葉
で
説
明
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
ど
う

や
っ
た
ら
、
あ
な
た
が
た
は
こ
の
時
代
の
病
や
苦
し
み
を
克
服

し
よ
う
と
し
て
い
る
人
び
と
に
向
き
合
い
、
彼
ら
を
助
け
ら
れ

る
と
思
い
ま
す
か
？
そ
れ
に
は
時
代
遅
れ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

理
論
を
乗
り
越
え
る
努
力
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
私
が

言
っ
て
い
る
の
は
、
あ
な
た
が
た
が
大
学
で
ひ
っ
き
り
な
し
に

吹
き
込
ま
れ
て
い
る
現
代
の
学
術
的
心
理
学
の
図
式
や
決
ま
り

文
句－

人
間
は
動
物
と
同
じ
よ
う
に
閉
鎖
さ
れ
た
シ
ス
テ
ム

で
、
自
分
の
中
に
あ
る
も
の
す
べ
て
を
均
衡
状
態
に
保
と
う
と

試
み
る
、
生
物
学
で
言
う
と
こ
ろ
の
「
ホ
メ
オ
ス
タ
シ
ス
」
を

も
つ
と
い
う
理
論－

の
こ
と
で
す
。
人
間
は
自
分
の
衝
動
を
満

足
さ
せ
、
欲
求
を
鎮
め
、
自
分
の
ホ
メ
オ
ス
タ
シ
ス
の
た
め
な

－ １３ －



ら
ほ
か
の
人
間
を
セ
ッ
ク
ス
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
使
う
こ
と

ま
で
す
る
の
だ
、
と
い
う
見
方
を
克
服
で
き
な
か
っ
た
ら
ど
う

な
り
ま
す
か
？
も
し
も
こ
の
カ
リ
カ
チ
ュ
ア
の
よ
う
な
人
間
の

ま
ま
他
者
を
助
け
よ
う
と
す
れ
ば
、
事
態
を
変
え
る
手
助
け
は

で
き
な
い
の
で
す
。

基
本
的
に
、
根
源
的
に
、
本
質
的
に
、
人
間
は
ホ
メ
オ
ス
タ

シ
ス
を
気
に
か
け
な
い
の
で
す
。
人
間
は
、
〝
本
質
的
に
〟
、

愉
悦
、
幸
福
、
あ
る
い
は
自
分
の
内
部
の
状
況
を
気
に
し
な
い

の
で
す
。
そ
も
そ
も
基
本
的
に
、
人
間
は
自
分
自
身
、
あ
る
い

は
自
分
の
内
部
の
す
べ
て
に
か
ま
わ
な
い
の
で
す
。
人
間
で
あ

る
こ
と
の
真
の
し
る
し
と
あ
か
し
は
、
人
間
は
つ
ね
に
自
分
以

外
の
何
か
を
め
ざ
し
、
そ
の
方
向
に
向
か
う
と
い
う
点
に
あ
り

ま
す
。
人
間
の
存
在
は
、
つ
ね
に
、
そ
れ
以
外
の
な
に
か
、
自

分
以
外
の
誰
か
に
結
び
つ
い
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
私
が
自
己
超
越
と
言
っ
て
い
る
の
は
、
言
い
換
え
れ

ば
、
人
間
は
も
と
も
と
自
分
の
人
生
に
お
け
る
意
味
を
発
見
し

て
実
現
し
、
他
者
を
愛
し
て
励
ま
す
こ
と
に
関
心
を
も
っ
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
す－

性
的
緊
張
や
攻
撃
的
衝
動
、
潜
在
意
識

な
ど
を
振
り
払
う
た
め
の
道
具
と
し
て
他
者
を
利
用
す
る
の
で

は
な
い
の
で
す
。
そ
う
で
は
な
く
、
人
間
的
、
個
人
的
次
元

で
、
他
者
の
唯
一
無
二
の
存
在
を
人
格
と
し
て
認
め
て
理
解
す

る
こ
と
、
つ
ま
り
こ
の
人
間
を
愛
す
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

自
己
超
越
と
は
、
人
間
は
基
本
的
か
つ
本
来
的
に－

－

そ
の
存

在
が
神
経
症
を
病
ん
で
い
な
い
か
ぎ
り
は－

－

自
分
よ
り
偉
大

な
も
の
に
奉
仕
し
、
あ
る
い
は
自
分
以
外
の
ち
が
う
人
を
愛
そ

う
と
す
る
も
の
な
の
だ
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
あ
る
理
由
の
た

め
、
ま
た
は
他
者
へ
の
愛
の
た
め
に
尽
く
す
こ
と
に
よ
っ
て
、

人
間
は
い
わ
ば
副
次
的
な
効
果
と
し
て
自
己
実
現
し
ま
す
が
、

そ
れ
は
目
的
で
は
な
い
の
で
す
。
自
己
実
現
を
目
的
と
す
る

と
、
最
終
的
に
は
自
己
破
滅
的
な
結
果
に
至
り
ま
す
。

私
が
提
唱
す
る
意
味
へ
の
意
志
の
概
念
を
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア

出
身
の
フ
ラ
ン
ク
ル
博
士
と
か
い
う
や
つ
の
理
想
主
義
的
で
私

的
な
仮
説
さ
、
と
簡
単
に
片
づ
け
て
し
ま
わ
な
い
で
く
だ
さ

い
。
私
の
理
想
主
義
は
、
ほ
ん
も
の
の
現
実
主
義
な
の
で
す
。

た
と
え
ば
意
味
へ
の
意
志
は
、
大
学
の
実
験
心
理
学
部
で
一
三

五
一
一
人
の
被
験
者
を
対
象
に
行
わ
れ
た
調
査
で
実
証
さ
れ
て

い
ま
す
。
調
査
の
結
果
、
意
味
へ
の
意
志
が
存
在
し
、
そ
れ
は

人
間
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
主
た
る
原
動
力
だ
と
い
う
こ
と
が

判
明
し
ま
し
た
…
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
成
人
し
た
ア
メ
リ
カ
人

と
い
う
の
は
お
金
を
稼
ぐ
こ
と
ば
か
り
に
熱
心
だ
と
み
な
さ
れ

が
ち
で
す
。
し
か
し
大
学
生
を
対
象
と
し
た
他
の
調
査
で
は
、

人
生
の
主
要
な
目
標
は
お
金
を
た
く
さ
ん
稼
ぐ
こ
と
だ
と
答
え

た
学
生
は
、
十
六
パ
ー
セ
ン
ト
に
す
ぎ
ま
せ
ん
で
し
た
。
な
に

が
い
ち
ば
ん
重
要
な
目
標
だ
っ
た
か
、
皆
さ
ん
、
お
わ
か
り
に

な
り
ま
す
か
？
こ
の
ア
メ
リ
カ
の
若
者
の
七
八
パ
ー
セ
ン
ト

が
、
〝
人
生
に
お
け
る
意
味
と
目
的
〟
を
探
す
こ
と
に
関
心
を

寄
せ
て
い
た
の
で
す
。

も
し
も
人
を
そ
の
人
の
あ
る
が
ま
ま
に
と
ら
え
た
ら
、
私
た
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ち
は
そ
の
人
を
悪
く
し
て
し
ま
う
。
そ
の
人
を
彼
が
本
来
あ
る

べ
き
人
の
よ
う
に
扱
っ
た
な
ら
、
私
た
ち
は
そ
の
人
が
到
達
で

き
る
と
こ
ろ
へ
と
至
ら
し
め
る
こ
と
が
で
き
る－

こ
れ
は
誰
の

言
葉
か
ご
存
じ
で
す
か
？
ゲ
ー
テ
で
す
。

も
し
も
若
者
が
も
つ
意
味
へ
の
意
志
を
認
め
な
か
っ
た
ら
、

あ
な
た
は
彼
を
悪
く
さ
せ
、
鈍
感
に
さ
せ
、
彼
の
フ
ラ
ス
ト
レ

ー
シ
ョ
ン
に
加
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
犯
罪
者

や
非
行
少
年
少
女
、
ま
た
は
薬
物
乱
用
者
な
ど
に
も
一
瞬
、
ま

ば
ゆ
く
光
る
も
の
が
あ
る
に
ち
が
い
な
い－

そ
う
、
意
味
を
求

め
る
き
ら
め
き
が
あ
る
は
ず
で
す
。
そ
れ
が
あ
る
と
い
う
前
提

に
立
と
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
そ
う
す
れ
ば
私
た
ち
は
そ
れ

を
彼
か
ら
引
き
出
し
、
彼
が
原
則
と
し
て
な
れ
る
は
ず
の
何
か

に
な
る
手
助
け
が
で
き
る
の
で
す
。

自
己
超
越
と
い
う
抽
象
的
な
問
題
を
、
私
た
ち
の
目
を
例
に

挙
げ
て
説
明
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
と
い
う
の
も
、
目
は
あ
る
意

味
で
自
己
超
越
的
だ
か
ら
で
す
。
周
囲
の
世
界
を
知
覚
す
る
と

い
う
目
の
能
力
は
、
皮
肉
な
こ
と
に
、
鏡
を
見
れ
ば
話
は
別
で

す
が
、
そ
れ
自
身
を
知
覚
す
る
能
力
の
〝
欠
如
〟
に
よ
っ
て
決

ま
り
ま
す
。
私
た
ち
の
目
が
そ
れ
自
体
の
な
に
か
、
た
と
え
ば

光
の
回
り
に
色
付
き
の
光
輪
を
感
知
し
た
ら
、
そ
れ
は
目
そ
の

も
の
の
緑
内
障
が
原
因
で
す
。
私
が
物
の
表
面
の
曇
り
を
見
る

と
き
、
実
は
私
は
自
分
自
身
の
白
内
障
、
自
分
の
目
の
な
に
か

を
見
て
い
ま
す
。
し
か
し
健
康
で
正
常
な
目
は
、
そ
れ
自
体
の

な
に
か
を
見
ま
せ
ん
。
視
力
は
、
目
が
そ
れ
自
体
の
な
に
か
を

感
知
す
る
度
合
い
に
合
わ
せ
て
悪
化
す
る
の
で
す
。

そ
れ
は
人
間
存
在
で
も
同
じ
で
す
。
人
間
存
在
は
、
他
者
を

幸
せ
に
す
る
代
わ
り
に
興
味
の
対
象
を
自
分
に
向
け
れ
ば
向
け

る
ほ
ど
、
ゆ
が
め
ら
れ
て
し
ま
う
の
で
す
。
人
び
と
は
幸
せ
を

目
的
に
し
て
そ
れ
を
追
い
求
め
、
そ
れ
が
た
め
に
ね
ら
っ
て
い

る
も
の
を
失
っ
て
い
る
の
で
す
。
皆
さ
ん
も
お
わ
か
り
の
よ
う

に
、
今
日
で
は
、
人
間
が
も
と
も
と
も
っ
て
い
る
意
味
へ
の
意

志
が
欲
求
不
満
に
陥
る
と
、
性
の
快
楽
が
そ
の
代
わ
り
と
な
っ

て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。
実
存
的
空
虚
の
時
代
に
は
、
性
的
衝
動

が
増
大
す
る
の
は
な
ん
の
不
思
議
も
あ
り
ま
せ
ん－

実
存
的
空

虚
の
中
で
、
そ
れ
は
驚
く
ほ
ど
肥
大
す
る
の
で
す
。
「
セ
ッ
ク

ス
の
イ
ン
フ
レ
」
と
私
は
言
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
金
融
市

場
な
ど
に
お
け
る
イ
ン
フ
レ
と
似
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
価
値

の
低
下
を
引
き
起
こ
す
わ
け
で
す
。
そ
も
そ
も
セ
ッ
ク
ス
は
楽

し
み
の
た
め
だ
け
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
今
日
で

は
セ
ッ
ク
ス
の
価
値
は
下
が
り
、
人
間
性
が
奪
わ
れ
て
し
ま
っ

て
い
ま
す
。
人
間
の
セ
ッ
ク
ス
は
つ
ね
に
単
な
る
セ
ッ
ク
ス
以

上
の
も
の
で
す
。
な
に
か
セ
ッ
ク
ス
を
超
え
る
も
の
、
メ
タ
‐

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
な
身
体
表
現
と
し
て－

愛
の
具
現
化
と
し
て
為

さ
れ
る
と
き
、
そ
れ
は
単
な
る
セ
ッ
ク
ス
以
上
の
意
味
を
も
ち

ま
す
。
私
は
道
徳
家
と
し
て
教
え
を
説
い
て
い
る
の
で
は
な

く
、
医
療
現
場
に
お
け
る
日
々
の
仕
事
、
臨
床
や
病
院
で
の
経

験
に
基
づ
い
て
話
し
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
立
場
か
ら
、
私

は
こ
の
結
論
に
達
し
た
の
で
す
。

（
前
掲
書
Ｐ
４
３
３
～
４
３
９
）
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点
字
か
ら
識
字
ま
で
の
距
離
（
七
八
）

盲
学
校
・
ろ
う
学
校
生
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ(

二)

山

内

薫
（
墨
田
区
立
あ
ず
ま
図
書
館
）

八
月
二
日
の
二
日
目
は
、
一
日
緑
図
書
館
で
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
を
行
っ
た
。
緑
図
書
館
で
は
毎
月
第
一
木
曜
日
に
午
前
中

は
「
小
さ
い
子
ど
も
の
た
め
の
お
は
な
し
会
」
、
午
後
は
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
清
風
園
」
で
の
出
張
貸
出
と
催
し
物
が
あ

る
の
で
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
他
、
大
学
で
司
書
資
格
を
取

得
す
る
た
め
の
実
習
生
や
国
立
国
会
図
書
館
員
の
実
習
、
日
本

図
書
館
協
会
の
障
害
者
サ
ー
ビ
ス
担
当
者
講
座
の
実
習
な
ど
が

第
一
木
曜
日
に
あ
た
る
と
き
に
は
、
出
来
る
だ
け
こ
の
緑
図
書

館
の
行
事
に
参
加
し
て
も
ら
う
よ
う
に
し
て
い
る
。
一
日
で
乳

幼
児
へ
の
サ
ー
ビ
ス
と
高
齢
者
施
設
で
の
サ
ー
ビ
ス
の
現
場
を

体
験
で
き
る
の
で
、
実
習
生
に
と
っ
て
は
と
て
も
良
い
経
験
が

出
来
る
。

午
前
中
の
「
小
さ
い
子
ど
も
の
た
め
の
お
は
な
し
会
」
に
は

〇
歳
か
ら
二
歳
く
ら
い
の
乳
幼
児
が
お
母
さ
ん
と
一
緒
に
大
勢

参
加
し
て
く
れ
、
時
に
は
ま
だ
首
の
据
わ
ら
な
い
一
ヶ
月
や
二

ヶ
月
の
赤
ち
ゃ
ん
も
来
場
す
る
。
以
前
も
こ
の
連
載
で
書
い
た

こ
と
が
あ
る
が
、
乳
幼
児
の
お
は
な
し
会
で
は
音
楽
が
決
定
的

な
役
割
を
果
た
す
。
ま
だ
言
葉
が
分
か
ら
な
い
赤
ち
ゃ
ん
に
と

っ
て
絵
本
や
お
話
し
を
読
む
大
人
の
声
を
お
母
さ
ん
の
膝
の
上

や
座
布
団
の
上
で
聞
く
こ
と
は
、
言
葉
で
は
な
く
音
を
聞
い
て

い
る
こ
と
だ
が
、
そ
こ
に
ち
ょ
っ
と
し
た
メ
ロ
デ
ィ
ー
が
加
わ

る
と
赤
ち
ゃ
ん
の
反
応
が
俄
然
違
っ
て
く
る
。
お
話
し
の
中
で

話
し
手
が
「
ふ
ふ
ふ
ー
ん
」
等
と
ち
ょ
っ
と
し
た
メ
ロ
デ
ィ
ー

を
口
ず
さ
む
と
、
赤
ち
ゃ
ん
は
そ
ち
ら
の
方
に
顔
を
向
け
る
の

だ
。
従
っ
て
こ
の
お
は
な
し
会
で
は
音
楽
が
不
可
欠
で
あ
り
、

極
力
歌
や
音
楽
を
お
は
な
し
会
の
中
に
組
み
込
む
よ
う
に
し
て

い
る
。
今
回
の
お
話
会
で
も
何
曲
か
歌
を
歌
う
他
に
人
形
を
使

っ
た
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
組
ま
れ
て
お
り
、
キ

ー
ボ
ー
ド
に
よ
る
演
奏
が
予
定
さ
れ
て
い
た
。
Ｋ
さ
ん
と
担
当

の
先
生
と
打
合
せ
を
し
た
時
に
Ｋ
さ
ん
が
キ
ー
ボ
ー
ド
を
弾
け

る
と
聞
い
て
い
た
の
で
、
こ
の
日
に
演
奏
す
る
曲
の
い
く
つ
か

を
Ｋ
さ
ん
に
弾
い
て
も
ら
う
こ
と
に
し
た
。
又
午
後
の
清
風
園

で
も
紙
芝
居
や
絵
本
の
後

必
ず
二
曲
歌
を
歌
う
こ
と

に
な
っ
て
い
る
の
で
、
こ

ち
ら
の
方
も
事
前
に
曲
を

伝
え
て
演
奏
し
て
も
ら
う

こ
と
に
し
た
。

午
前
中
の
予
定
表
は
次

の
通
り
。

八
時
半

緑
図
書
館
に
出

勤九
時
～
十
時
半
「
小
さ
い

キーボード奏者Ｔさんと
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子
ど
も
の
た
め
の
お
は
な
し
会
」
の
準
備
と
練
習

お
話
会
で
は
キ
ー
ボ
ー
ド
を
弾
い
て
い
た
だ
き
ま
す
。
曲
は

「
お
ば
け
な
ん
て
な
い
さ
」
と
『
お
は
な
し
の
ろ
う
そ
く

五
』
東
京
子
ど
も
図
書
館
編

東
京
子
ど
も
図
書
館

一
九
七

六

に
載
っ
て
い
る
短
い
詩
「
ク
マ
が
山
に
の
ぼ
っ
て
っ
た
」

に
山
内
が
主
旋
律
を
作
る
の
で
、
左
手
の
伴
奏
を
考
え
て
、
曲

を
弾
い
て
下
さ
い
。

十
時
半
～
十
一
時
「
小
さ
い
子
ど
も
の
た
め
の
お
話
会
」
本
番

十
一
時
～
十
二
時

反
省
会
と
来
月
の
計
画

十
二
時
～
十
三
時

昼
休
み

実
は
「
ク
マ
が
山
に
の
ぼ
っ
て
っ
た
」
は
、
「
つ
く
し
ん

ぼ
」
と
い
う
「
小
さ
い
子
ど
も
の
た
め
の
お
は
な
し
会
」
を
毎

月
お
手
伝
い
い
た
だ
い
て
い
る
お
話
し
の
グ
ル
ー
プ
か
ら
作
曲

を
依
頼
さ
れ
た
も
の
だ

っ
た
の
だ
が
、
詩
の
コ

ピ
ー
だ
け
し
か
も
ら
っ

て
い
な
か
っ
た
。
と
こ

ろ
が
後
で
、
こ
の
詩
が

収
載
さ
れ
て
い
る
『
お

は
な
し
の
ろ
う
そ
く

五
』
の
「
話
す
人
の
た

め
に
」
と
い
う
コ
メ
ン

ト
に
簡
単
な
旋
律
が
載

っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

クマの練習風景

っ
た
。
し
か
し
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
詩
の
雰
囲
気
を
伝
え
て

い
る
の
は
私
の
曲
の
方
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
、
こ
れ
は
こ

れ
で
良
か
っ
た
か
と
思
う
。

さ
て
、
お
話
会
の
開
始
は
十
時
半
だ
が
、
そ
れ
ま
で
に
当
日

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
予
行
演
習
を
行
う
。
い
つ
も
キ
ー
ボ
ー
ド
を

弾
い
て
下
さ
る
Ｔ
さ
ん
に
Ｋ
さ
ん
を
紹
介
し
、
早
速
曲
の
練
習

を
行
っ
た
。
「
お
ば
け
な
ん
て
な
い
さ
」
は
、
曲
に
併
せ
て
幽

霊
に
見
立
て
た
白
い
布
を
二
人
が
竹
籤
で
吊
っ
て
動
か
し
な
が

ら
歌
う
。
机
の
上
に
は
黒
い
布
を
引
き
そ
の
上
に
厚
紙
で
作
っ

て
彩
色
し
た
お
墓
や
草
む
ら
が
載
せ
て
あ
る
。
「
お
ば
け
な
ん

て
な
い
さ
、
お
ば
け
な
ん
て
う
そ
さ
・
・
・
」
と
い
う
こ
の
曲

は
皆
よ
く
知
っ
て
い
る
の
で
２
回
程
の
練
習
で
Ｏ
Ｋ
と
な
っ

た
。次

は
「
ク
マ
が
山
に
の
ぼ
っ
て
っ
た
」
だ
が
、
こ
れ
も
歌
を

歌
う
だ
け
で
は
な
く
、
ク
マ
の
ぬ
い
ぐ
る
み
を
使
っ
て
行
う
。

元
の
詩
は
第
一
連
が
「
ク
マ
が
山
に
の
ぼ
っ
て
っ
た
」
を
三
回

繰
り
返
し
、
四
フ
レ
ー
ズ
目
に
「
そ
こ
で
ク
マ
さ
ん

な
に
を

見
た
？
」
、
第
二
連
が｢

ク
マ
は
も
ひ
と
つ
山
を
見
た
」
を
三

回
繰
り
返
し
、
四
フ
レ
ー
ズ
目
に
「
そ
こ
で
ク
マ
さ
ん
な
に
を

し
た
？
」
、
第
三
連
は
「
く
ま
は
も
ひ
と
つ
の
山
に
の
ぼ
っ
て

っ
た
」
を
三
回
繰
り
返
し
、
四
フ
レ
ー
ズ
目
が
ま
た
「
そ
こ
で

ク
マ
さ
ん

な
に
を
見
た
？
」
、
第
四
連
は
、
「
ク
マ
は
も
ひ

と
つ
山
を
見
た
」
を
三
回
繰
り
返
し
、
第
四
フ
レ
ー
ズ
目
が
ま

た
「
そ
こ
で
ク
マ
さ
ん
な
に
を
し
た
？
」
と
な
り
、
以
下
第
三

－ １７ －



連
に
戻
っ
て
、
第
三
連
、
第
四
連
と
繰
り
返
す
。
と
い
う
単
純

な
構
成
の
詩
で
あ
る
。
三
人
の
人
が
横
に
並
び
そ
れ
ぞ
れ
手
を

伸
ば
し
て
結
び
、
手
の
位
置
を
谷
間
、
頭
の
て
っ
ぺ
ん
を
山
の

頂
上
に
見
立
て
、
ぬ
い
ぐ
る
み
の
ク
マ
を
手
か
ら
頭
へ
登
ら
せ

る
。
そ
し
て
又
手
の
谷
底
に
降
り
、
再
び
隣
の
人
の
頭
め
が
け

て
登
っ
て
行
く
。
と
い
う
動
作
を
歌
を
歌
い
な
が
ら
繰
り
返
し

て
い
く
。
山
役
の
一
人
に
は
立
教
大
学
の
Ｓ
さ
ん
に
も
一
役
買

っ
て
も
ら
っ
た
。
練
習
の
後
Ｋ
さ
ん
に
は
本
番
で
使
う
ク
マ
の

ぬ
い
ぐ
る
み
を
触
っ
て
確
認
し
て
も
ら
っ
た
。

十
時
半
近
く
な
る
と
続
々
と
観
客
が
集
ま
り
始
め
る
。
八
月

の
お
話
し
会
は
夏
休
み
の
た
め
に
い
つ
も
よ
り
も
大
き
い
子
供

た
ち
が
沢
山
参
加
し
て
く
れ
る
。
こ
の
日
も
乳
幼
児
に
混
じ
っ

て
保
育
園
の
年
長
さ
ん
や
小
学
校
の
低
学
年
の
子
ど
も
も
ち
ら

ほ
ら
見
受
け
ら
れ
た
。

お
話
し
会
は
恒
例
の｢

い
な
い
い
な
い
ば
あ
」
で
開
幕
、
最

初
の
出
し
物
は
人
形
と
パ
ネ
ル
を
使
っ
た
『
ぐ
り
と
ぐ
ら
の
か

い
す
い
よ
く
』
（
作
：
中
川

李
枝
子
、
絵
：
山
脇

百
合
子

福
音
館
書
店

一
九
七
七
）

、
次
に
絵
本
を
大
き
く
描
き
直

し
た
『
ふ
し
ぎ
な
あ
お
い
ば
け
つ
』
（
作
・
絵
：
な
り
た
ま
さ

こ
、
ポ
プ
ラ
社

二
〇
〇
一
）
、
そ
し
て
い
よ
い
よ
「
ク
マ
が

山
に
の
ぼ
っ
て
っ
た
」
で
三
人
の
頭
の
山
の
頂
上
を
二
往
復
し

て
終
了
。
次
が
「
お
ば
け
な
ん
て
な
い
さ
」
で
、
歌
詞
を
模
造

紙
に
大
き
な
字
で
書
き
、
み
ん
な
で
一
緒
に
歌
え
る
よ
う
に
し

て
、
演
奏
が
始
ま
っ
た
。
白
い
布
の
オ
バ
ケ
も
ユ
ー
モ
ラ
ス
な

動
き
で
子
供
た
ち
の
目
を
集
め
て
い
た
。
Ｋ
さ
ん
は
間
奏
の
と

こ
ろ
で
少
し
ミ
ス
を
し
た
が
大
勢
に
影
響
は
な
く
、
観
客
の
子

供
た
ち
も
楽
し
ん
で
く
れ
た
。
最
後
に
も
う
一
曲
「
う
み
」

を
、
こ
れ
も
模
造
紙
に
歌
詞
を
書
い
て
み
ん
な
で
歌
っ
た
。
お

話
し
会
の
最
後
は
こ
れ
も
恒
例
の｢

穴
に
落
ち
た
ね
ず
み
」
の

歌
を
ぬ
い
ぐ
る
み
を
使
っ
て
歌
い
終
了
。

お
話
し
会
が
終
わ
っ
た
後
の
少
し
の
時
間
を
見
て
午
後
に
清

風
園
で
弾
く｢

憧
れ
の
ハ
ワ
イ
航
路｣

を
Ｔ
さ
ん
と
一
緒
に
練
習

し
た
。
結
局
こ
の
曲
は
二
人
の
連
弾
で
弾
く
こ
と
に
な
っ
た
。

お
話
し
会
の
終
了
後
は
「
つ
く
し
ん
ぼ
」
の
皆
さ
ん
と
緑
図

書
館
の
職
員
と
が
来
月
の
お
は
な
し
会
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
決
め

る
話
し
合
い
が
あ
り
、
そ
こ
に
Ｋ
さ
ん
、
Ｓ
さ
ん
も
参
加
し

た
。
Ｋ
さ
ん
の
隣
に
座
っ
た
「
つ
く
し
ん
ぼ
」
の
Ｇ
さ
ん
が
、

折
り
紙
で
折
っ
て
き
た
独
楽
を
参
加
者
に
配
っ
た
の
だ
が
、
Ｋ

さ
ん
が
と
て
も
興
味
を
示
し
、
そ
の
折
り
紙
を
分
解
し
始
め

た
、
隣
の
Ｇ
さ
ん
は
そ
れ

で
は
と
話
し
合
い
の
間
に

独
楽
の
折
り
方
を
Ｋ
さ
ん

に
伝
授
し
た
。
三
枚
の
折

り
紙
を
そ
れ
ぞ
れ
折
っ
て

組
み
合
わ
せ
て
作
る
複
雑

な
折
紙
独
楽
の
折
り
方
を

Ｋ
さ
ん
は
十
数
分
で
会
得

し
て
し
ま
っ
た
の
だ
っ

た
。

折り紙を分解

－ １８ －



う
の
で
、
入
力
の
と
き
に
分
け
て
い
た
だ
き
た
い
。

ハ
イ
フ
ン
（
‐
）
、
マ
イ
ナ
ス
（－

）
、
長
音
（
ー
）
は
似

通
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
点
字
で
表
す
と
異
な
る
の
で
、
読
み

分
け
し
辛
く
な
る
の
で
ご
注
意
い
た
だ
き
た
い
こ
と
な
ど
、
具

体
的
に
改
め
て
お
願
い
し
た
。

こ
の
秋
に
行
う
「
第
二
次
パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
漢
点
字
入
力
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
講
習
会
」
の
打
ち
合
わ
せ
を
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
要
項
の
掲
載
を
お
願
い
す
る
読
売
新
聞

に
は
、
掲
載
希
望
日
の
３
週
間
前
ま
で
に
、
会
の
活
動
内
容
が

分
か
る
資
料
を
、
読
売
新
聞
へ
送
る
こ
と
、
そ
の
内
容
に
よ
っ

て
掲
載
す
る
か
否
か
を
検
討
す
る
と
い
う
。
そ
の
資
料
作
り
と

送
付
を
、
菅
野
さ
ん
に
お
願
い
し
た
。

横
浜
羽
化
で
作
っ
て
い
た
だ
く
テ
キ
ス
ト
は
、
中
田
さ
ん
が

横
浜
か
ら
頂
い
て
来
て
く
だ
さ
る
。

第
１
日
目
の

月

日
は
、
テ
キ
ス
ト
そ
の
他
の
資
料
、
名

11

10

札
な
ど
の
準
備
の
た
め
に
、
第
２
会
議
室
を
午
前
も
お
借
り
し

た
。従

っ
て
、
第
１
日
目
は
、
会
員
の
皆
様
に
は
い
つ
も
よ
り
早

め
に
集
ま
っ
て
い
た
だ
く
。

新
し
く
、
現
代
詩
文
庫
の
北
原
白
秋
の
詩
集
を
入
力
し
て
頂

く
こ
と
に
し
た
。
皆
様
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

第

回
例
会
、
２
０
１
０
年
９
月
８
日
（
水
）

：

～

58

13

30

：

、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
プ
ラ
ザ
第
１
会
議
室

15

30

－ １９ －

「
東
京
漢
点
字
羽
化
の
会
」
例
会
報
告
と

わ
た
く
し
ご
と

木
村

多
恵
子

第

回
例
会

２
０
１
０
年
８
月

日
（
水
）

：

～

57

11

13

30

：

、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
プ
ラ
ザ
第
１
会
議
室

15

30

先
ず
、
入
力
し
て
い
た
だ
い
た
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
を
、
漢
点

字
印
刷
が
で
き
る
よ
う
に
、
Ｅ
Ｉ
Ｂ
Ｒ
Ｋ
で
変
換
し
て
、
点
字

で
の
レ
イ
ア
ウ
ト
を
整
え
る
こ
と
に
慣
れ
て
い
た
だ
く
こ
と
を

お
願
い
し
た
。

岡
田
さ
ん
が
、
「
介
護
福
祉
」
の
テ
キ
ス
ト
の
書
き
方
、
特

に
見
出
し
内
容
の
大
き
さ
の
順
位
を
ど
う
表
す
か
に
つ
い
て
説

明
し
た
。
点
字
で
は
、
一
般
に
は
行
頭
ス
ペ
ー
ス
が
多
い
方
が

大
き
な
項
目
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
テ
キ
ス
ト
で
は
項
目
が
細

か
く
分
類
さ
れ
て
い
る
の
で
、
行
頭
ス
ペ
ー
ス
の
数
だ
け
で
は

表
し
き
れ
な
い
の
で
、
括
弧
の
種
類
を
多
様
す
る
こ
と
で
区
別

し
た
。

た
と
え
ば
、
行
頭
ス
ペ
ー
ス
２
の
後
に
、
Ⅰ
、
１
、
１
．
、

（
１
）
、
〔
１
〕
、
〝
１
〟
、

の
よ
う
に
内
容
の
順
位
を
分
け
る
よ
う
に
し
た
。

〈
〉
（
山
括
弧
開
き
と
閉
じ
）
と
、＜

＞

（
大
な
り
小
な

り
）
が
似
て
い
る
が
、
こ
れ
を
点
字
に
表
す
と
、
は
っ
き
り
違



「
羽
化

号
」
を
お
配
り
で
き
た
。

81

講
習
会
で
配
布
す
る
Ｃ
Ｄ
‐
Ｒ
Ｏ
Ｍ
を
岡
田
さ
ん
が
用
意
し

て
く
だ
さ
っ
た
。

フ
ラ
ン
ク
ル
の
『
夜
と
霧
』
の
一
部
を
校
正
し
て
い
た
だ
い

た
。パ

ソ
コ
ン
に
よ
る
漢
点
字
入
力
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
習
会
」

は
、

月

、

、

日
の
三
回
に
渡
っ
て
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
プ

11

10

17

24

ラ
ザ
７
階
の
、
竹
芝
小
ホ
ー
ル
、
何
れ
も
水
曜
日
の
午
後
、
13

：

～

：

と
決
ま
っ
た
。

30

15

30

岡
田
さ
ん
が
毎
日
新
聞
と
読
売
新
聞
、
朝
日
新
聞
に
、
募
集

要
項
を
掲
載
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
横
浜
の
講
習
会
の
こ
と

と
一
緒
に
交
渉
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
。
毎
日
新
聞
は
新
聞
社

の
方
針
で
募
集
記
事
の
紙
面
が
減
ら
さ
れ
た
の
も
影
響
し
た
の

か
、
今
回
は
掲
載
し
て
い
た
だ
け
な
く
な
っ
た
。
従
っ
て

月
10

の
例
会
で
は
講
習
会
を
、
こ
の
秋
は
見
合
わ
せ
る
こ
と
に
な
り

そ
う
で
あ
る
。

な
お
、
横
浜
羽
化
主
催
の
講
習
会
は
、
９
月

日
、

月
６

29

10

日
、

月

日
、
何
れ
も
水
曜
の
午
後
で
あ
る
。

10

20

＊

予

告

月
の
例
会
（
第

回
）
、
２
０
１
０
年

月

日
、

：

10

59

10

13

13

～

：

、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
プ
ラ
ザ
７
階
第
１
会
議
室

30

15

30

第

回
学
習
会
、
２
０
１
０
年

月

日
（
第
３
土
曜
）
、

42

10

23

：

～

：

、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
プ
ラ
ザ
７
階
第
１
会
議
室

18

30

20

30

月
の
例
会
（
第

回
、
第
２
次
「
パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
漢
点

11

60

字
入
力
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
習
会
」
、
三
日
間
開
催
の
第
一
日
目

に
代
え
る
）
、
２
０
１
０
年

月

日
（
水
）
、

：

～

11

10

13

30

15

：

、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
プ
ラ
ザ
７
階
、
竹
芝
小
ホ
ー
ル
。
（
ま
だ

30
時
間
は
決
ま
っ
て
は
い
な
い
が
、
講
習
会
準
備
の
た
め
に
、
会

員
の
皆
様
に
は
お
お
よ
そ

時
に
は
ご
参
集
い
た
だ
き
た

10

い
。
）

講
習
会
、
二
日
目
、
２
０
１
０
年

月

日
（
水
）
、

：

11

17

13

～

：

、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
プ
ラ
ザ
７
階
、
竹
芝
小
ホ
ー
ル

30

15

30

講
習
会
三
日
目
、
２
０
１
０
年

月

日
（
水
）
、

：

11

24

13

30

～

：

、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
プ
ラ
ザ
７
階
、
竹
芝
小
ホ
ー
ル

15

30

第

回
学
習
会
、
２
０
１
０
年

月

日
（
第
３
土
曜
）
、

43

11

20

：

～

：

、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
プ
ラ
ザ
７
階
第
１
会
議
室

18

30

20

30

月
の
例
会
（
第

回
）
、
２
０
１
０
年

月
８
日

12

61

12

（
水
）
、

：

～

：

、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
プ
ラ
ザ
７
階
竹
芝

13

30

15

30

小
記
念
ホ
ー
ル

第

回
学
習
会
（
第
３
土
曜
）
、

：

～

：

、
ヒ
ュ

44

18

30

20

30

ー
マ
ン
プ
ラ
ザ
７
階
竹
芝
小
記
念
ホ
ー
ル

わ
た
く
し
ご
と

ヨ
ハ
ン
・
セ
バ
ス
チ
ャ
ン
・
バ
ッ
ハ
の
『
マ
タ
イ
受
難
曲
』

に
目
覚
め
た
の
は
、
わ
た
し
が

代
の
頃
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で

40

部
分
的
に
は
知
っ
て
い
た
し
、
讃
美
歌
の
中
に
も
有
名
な
コ
ラ

－ ２０ －



ー
ル
が
入
っ
て
い
る
の
で
無
縁
で
は
な
か
っ
た
。

け
れ
ど
も
、
あ
る
年
の
受
難
節
の
、
あ
る
日
曜
日
、
ラ
ジ
オ

で
こ
の
曲
を
全
曲
放
送
し
た
。
し
か
も
、
わ
た
し
は
そ
れ
と
知

ら
ず
に
偶
然
全
曲
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。
実
際
の
放
送
は
３
時

間
だ
っ
た
と
思
う
。
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
が
、
受
難
曲
が
終
え
た

後
、
少
し
時
間
が
あ
る
の
で
、
と
言
っ
て
マ
タ
イ
と
は
関
係
の

な
い
曲
を
か
け
た
覚
え
が
あ
る
。

『
マ
タ
イ
受
難
曲
』
は
約
２
時
間
半
、
Ｃ
Ｄ
で
い
え
ば
３
枚

組
で
１
曲
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
長
い
曲
で
あ
る
。

こ
の
曲
は
新
約
聖
書
の
中
の
４
福
音
書
の
第
１
番
目
に
配
さ

れ
て
い
る
、
『
マ
タ
イ
に
よ
る
福
音
書
』
の

章
、

章
を
題

26

27

材
に
、
テ
ノ
ー
ル
の
語
り
手
（
エ
ヴ
ァ
ン
ゲ
リ
ス
ト
）
や
、
イ

エ
ス
（
バ
ス
）
や
、
そ
の
ほ
か
の
登
場
人
物
、
そ
し
て
、
群
衆

は
合
唱
に
よ
っ
て
物
語
風
に
進
め
ら
れ
て
い
る
。

ラ
ジ
オ
で
聞
い
た
演
奏
者
に
つ
い
て
は
な
に
も
覚
え
て
い
な

い
が
、
放
送
に
触
発
さ
れ
て
、
初
め
て
買
っ
た
Ｃ
Ｄ
が
、
カ
ー

ル
・
リ
ヒ
タ
ー
指
揮
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
・
バ
ッ
ハ
管
弦
楽
団
、
ミ

ュ
ン
ヘ
ン
・
バ
ッ
ハ
合
唱
団
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
少
年
合
唱
団
、
テ

ノ
ー
ル
（
エ
ヴ
ァ
ン
ゲ
リ
ス
ト

ア
リ
ア
）
：

エ
ル
ン
ス
ト

・
ヘ
フ
リ
ガ
ー
、
バ
ス
（
イ
エ
ス
）
：

キ
ー
ト
・
エ
ン
ゲ
ン

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
、
ヘ
ル
ク
レ
ス
ザ
ー
ル
に
て
、
１
９
５
８
年
６
～

８
月
録
音
の
『
マ
タ
イ
受
難
曲
』
で
あ
る
。

早
速
地
元
の
点
訳
グ
ル
ー
プ
の
皆
様
に
付
録
の
解
説
書
を
点

訳
し
て
い
た
だ
い
た
。
ま
だ
仮
名
点
字
だ
け
で
あ
っ
た
が
、
そ

の
解
説
を
読
み
な
が
ら
、
何
度
か
Ｃ
Ｄ
を
聞
い
た
。

『
マ
タ
イ
受
難
曲
』
は
、
紀
元

年
頃
、
エ
ル
サ
レ
ム
で
起

30

こ
っ
た
こ
と
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
が
救
い
主
と
信
じ
る
イ
エ
ス
の

捕
縛
と
裁
判
、
十
字
架
上
の
死
と
埋
葬
を
描
く
音
楽
で
あ
る
。

お
お
よ
そ
の
ス
ト
ー
リ
ー
の
流
れ
は
聖
書
で
分
か
っ
て
い
る

積
も
り
で
あ
る
が
、
各
楽
曲
の
内
容
を
キ
ャ
ッ
チ
す
る
に
は
ど

う
し
て
も
解
説
が
必
要
で
あ
っ
た
。
最
初
に
書
い
た
よ
う
に
、

長
い
曲
な
の
で
、
じ
っ
く
り
時
間
を
か
け
て
読
み
な
が
ら
聞
く

に
は
時
間
が
足
り
な
か
っ
た
。
か
と
い
っ
て
、
切
れ
切
れ
に
聞

く
の
も
、
流
れ
が
滞
っ
て
落
ち
着
か
な
い
。
そ
ん
な
、
不
満
と

ま
で
大
げ
さ
で
は
な
い
け
れ
ど
、
な
ん
と
な
い
モ
ヤ
モ
ヤ
が
続

い
て
い
た
と
き
、
こ
の
解
説
を
点
訳
し
て
く
だ
さ
っ
た
グ
ル
ー

プ
の
中
の
お
一
人
が
、
「
『
マ
タ
イ
受
難
曲
』
」
、
東
京
で
も

全
曲
演
奏
」
と
い
う
ホ
ッ
ト
な
新
聞
記
事
を
見
つ
け
て
教
え
て

く
だ
さ
っ
た
。

「
演
奏
曲
目
：
『
マ
タ
イ
受
難
曲
』
（
全
曲
）

演
奏
者
：
鈴
木
雅
明
（
ま
さ
あ
き
）
、
バ
ッ
ハ
・
コ
レ
ギ
ウ
ム

・
ジ
ャ
パ
ン

演
奏
会
場
：
台
東
区
上
野
学
園
内
、
石
橋
メ
モ
リ
ア
ル
ホ
ー
ル

開
催
日
：
１
９
９
１
年
３
月

日

木
曜

28

開
場
：

時
18

開
演
：

時

分

18

30
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チ
ケ
ッ
ト
代
：
一
枚
１
万
２
千
円
」

（
こ
の
チ
ケ
ッ
ト
代
に
つ
い
て
は
絶
対
の
記
憶
で
は
な
い
）

た
だ
、
当
時
の
わ
た
し
の
生
活
レ
ベ
ル
か
ら
考
え
る
と
と
て

つ
も
な
く
高
か
っ
た
。
そ
れ
を
自
分
の
分
と
、
付
き
添
っ
て
い

た
だ
く
方
の
分
の
二
枚
を
買
う
に
は
と
て
も
と
て
も
難
し
か
っ

た
。
チ
ケ
ッ
ト
を
買
う
手
段
さ
え
知
ら
な
い
。
そ
れ
で
も
生
の

演
奏
を
聴
い
て
み
た
い
。
自
分
と
の
反
問
が
続
い
た
。

チ
ケ
ッ
ト
ピ
ア
と
い
う
所
へ
電
話
を
し
て
買
う
の
だ
と
教
わ

り
、
ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
か
け
て
み
た
。
す
る
と
も
う
既
に
売

り
切
れ
だ
と
い
う
。
が
っ
か
り
し
た
の
と
、
ほ
っ
と
し
た
の
と

が
ご
っ
ち
ゃ
に
な
っ
て
訳
が
わ
か
ら
な
い
。
け
れ
ど
も
ま
た
、

な
ん
と
か
し
て
聞
き
た
い
と
の
想
い
が
頭
を
も
た
げ
て
く
る
。

ま
ず
お
金
の
工
面
で
あ
る
。
夫
に
は
済
ま
な
い
と
思
い
な
が
ら

一
枚
分
を
家
計
か
ら
ひ
ね
り
出
し
た
。
さ
て
、
ど
こ
で
買
う
？

わ
た
し
は
考
え
た
。
バ
ッ
ハ
・
コ
レ
ギ
ウ
ム
・
ジ
ャ
パ
ン
は
芸

大
の
オ
ル
ガ
ン
科
が
関
わ
っ
て
い
る
。
な
に
し
ろ
夫
に
は
内
緒

の
こ
と
な
の
で
、
近
く
の
公
衆
電
話
へ
行
っ
て
芸
大
の
オ
ル
ガ

ン
科
に
電
話
を
し
、
何
と
か
し
て
生
の
演
奏
を
聴
か
せ
て
い
た

だ
き
た
い
。
チ
ケ
ッ
ト
ピ
ア
も
売
り
切
れ
て
い
る
。
ど
う
し
た

ら
、
ど
こ
へ
お
聞
き
し
た
ら
チ
ケ
ッ
ト
を
手
に
入
れ
ら
れ
ま
す

か
？
と
お
聞
き
し
た
。
す
る
と
「
一
枚
で
よ
ろ
し
い
の
で
す

か
？
」
と
言
わ
れ
る
。
「
は
い
」
と
い
う
わ
た
し
の
胸
は
ド
キ

ド
キ
で
あ
っ
た
。
お
代
は
当
日
受
付
で
わ
た
し
の
名
前
を
言
え

ば
分
か
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
る
と
言
い
、
わ
た
し
の
住
所
と

電
話
番
号
を
お
伝
え
し
て
受
話
器
を
置
い
た
。

さ
て
、
演
奏
会
場
の
石
橋
メ
モ
リ
ア
ル
ホ
ー
ル
が
何
処
な
の

か
？
一
人
で
行
け
る
だ
ろ
う
か
？
建
物
ま
で
は
行
け
た
と
し
て

も
、
指
定
の
座
席
へ
は
ど
う
や
っ
て
行
く
？
あ
れ
や
こ
れ
や
と

思
案
し
な
が
ら
、
芸
大
に
続
け
て
思
い
切
っ
て
ホ
ー
ル
へ
電
話

を
し
た
。
上
野
駅
か
ら
の
道
順
を
聞
き
、
場
所
は
な
ん
と
か
分

か
り
そ
う
な
の
で
、
わ
た
し
は
視
力
障
害
者
で
あ
る
こ
と
、
一

人
で
ホ
ー
ル
の
正
面
玄
関
へ
は
行
け
る
け
れ
ど
、
会
場
内
の
座

席
ま
で
の
案
内
と
、
場
合
に
よ
っ
て
は
洗
面
所
へ
の
案
内
、
そ

し
て
帰
り
は
遅
い
の
で
、
タ
ク
シ
ー
へ
の
乗
車
ま
で
面
倒
を
見

て
頂
け
ま
す
か
？
と
お
願
い
し
た
。
応
対
し
て
く
だ
さ
っ
た
方

が
と
て
も
気
持
ち
よ
く
即
座
に
請
け
合
っ
て
く
だ
さ
っ
た
。
こ

う
い
う
面
倒
な
こ
と
を
依
頼
す
る
と
、
た
い
て
い
少
な
く
と
も

一
度
や
二
度
は
「
係
の
も
の
に
変
わ
り
ま
す
」
と
相
手
が
変
わ

り
、
ま
た
同
じ
話
を
繰
り
返
す
こ
と
が
多
い
が
、
こ
の
と
き
は

す
ん
な
り
請
け
負
っ
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
ほ
ん
と
う
に
う
れ
し

か
っ
た
。

そ
の
期
待
の
当
日
は
雨
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
持
病
の
緑
内

障
に
よ
る
眼
圧
が
上
が
り
、
ひ
ど
い
頭
痛
と
吐
き
気
、
こ
れ
に

は
ホ
ト
ホ
ト
困
り
果
て
た
。
が
、
何
と
し
て
で
も
行
き
た
い
。

夫
に
は
体
調
の
悪
さ
は
気
取
ら
れ
た
く
な
い
。
幸
い
演
奏
会
は

夜
な
の
で
、
怠
け
者
を
装
っ
て
出
か
け
る
間
際
ま
で
眠
り
に
眠

－ ２２ －



っ
て
、
会
場
の
方
と
の
約
束
の
時
間
ギ
リ
ギ
リ
に
間
に
合
う
よ

う
に
出
か
け
た
。

第
一
部
の
長
い
コ
ー
ラ
ス
中
は
、
音
楽
そ
の
も
の
が
頭
に
響

い
て
ガ
ン
ガ
ン
す
る
。
「
こ
の
頭
の
痛
い
の
は
我
慢
し
ま
す

が
、
ど
う
か
吐
き
気
だ
け
は
襲
っ
て
き
ま
せ
ん
よ
う
に
！
」
と

念
じ
な
が
ら
聞
い
て
い
る
と
、
睡
魔
が
襲
っ
て
き
た
。
な
ん
と

い
う
こ
と
か
！
大
変
な
思
い
を
し
て
チ
ケ
ッ
ト
を
手
に
入
れ
た

の
に
！
け
れ
ど
も
そ
れ
が
功
を
奏
し
て
、
目
が
覚
め
る
と
、
頭

痛
は
少
し
残
っ
て
い
る
も
の
の
、
吐
き
気
は
治
ま
っ
て
安
心
し

て
演
奏
を
聴
く
こ
と
が
で
き
た
。
第
一
部
の
半
分
は
過
ぎ
て
し

ま
っ
た
よ
う
だ
。

筆
頭
弟
子
の
ペ
テ
ロ
は
、
イ
エ
ス
に
対
し
、
「
た
と
え
あ
な

た
と
一
緒
に
死
な
ね
ば
な
ら
な
く
な
っ
て
も
、
あ
な
た
を
知
ら

な
い
な
ど
と
は
決
し
て
申
し
ま
せ
ん
」
と
誓
っ
た
に
関
わ
ら

ず
、
人
々
か
ら
「
あ
な
た
は
イ
エ
ス
の
仲
間
だ
」
と
言
わ
れ
る

と
「
知
ら
な
い
」
と
三
度
も
否
定
す
る
。
そ
の
と
き
鶏
が
鳴

く
。
ペ
テ
ロ
は
「
鶏
が
鳴
く
前
に
、
三
度
わ
た
し
を
知
ら
な
い

と
言
う
で
あ
ろ
う
」
と
言
わ
れ
た
イ
エ
ス
の
言
葉
を
思
い
出

し
、
激
し
く
慟
哭
す
る
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
は
ペ
テ
ロ
だ
け
の

こ
と
で
は
な
く
、
信
徒
一
人
ひ
と
り
の
問
題
と
し
て
バ
ッ
ハ

は
、
ア
ル
ト
の
ア
リ
ア
で
主
の
哀
れ
み
を
希
い
、
そ
の
後
の
コ

ラ
ー
ル
で
神
の
深
い
愛
と
恵
み
を
唄
う
の
で
あ
る
。

ま
た
、
十
字
架
上
で
イ
エ
ス
が
息
を
引
き
取
り
、
そ
の
死
を

確
認
す
る
番
兵
の
百
卒
長
（
ひ
ゃ
く
そ
っ
ち
ょ
う
）
が
「
誠
に

彼
は
神
の
子
な
り
」
と
告
白
す
る
場
面
な
ど
、
幾
度
も
涙
を
流

し
な
が
ら
聞
い
た
。

バ
ッ
ハ
の
信
仰
の
深
さ
か
ら
溢
れ
る
音
楽
の
美
し
さ
、
清
ら

か
さ
が
、
わ
た
し
を
慰
め
、
浄
化
さ
せ
て
く
れ
る
。

演
奏
が
終
わ
り
大
き
な
大
き
な
拍
手
が
起
き
て
い
る
の
に
、

わ
た
し
は
拍
手
も
で
き
ず
に
呆
然
と
し
て
い
た
。
そ
こ
へ
ホ
ー

ル
の
係
の
方
が
い
ら
し
て
、
「
演
奏
は
終
わ
り
ま
し
た
。
予
定

の
時
間
に
タ
ク
シ
ー
を
呼
び
、
も
う
来
て
い
ま
す
。
お
客
様
で

混
み
合
わ
な
い
う
ち
に
、
よ
ろ
し
か
っ
た
ら
ご
案
内
致
し
ま

す
。
」
と
迎
え
に
来
て
く
だ
さ
っ
た
。
名
残
惜
し
く
も
あ
っ
た

け
れ
ど
、
感
動
を
持
続
さ
せ
る
た
め
に
も
す
ぐ
帰
る
こ
と
に
し

て
立
ち
上
が
っ
た
。
タ
ク
シ
ー
に
乗
り
込
み
な
が
ら
、
ホ
ー
ル

の
方
に
今
日
の
全
て
の
感
謝
を
込
め
て
お
礼
を
陳
べ
た
。

家
に
帰
り
着
い
て
、
夫
に
は
、
行
か
せ
て
も
ら
っ
た
感
謝
の

挨
拶
の
み
で
、
済
ま
な
い
と
思
い
な
が
ら
も
、
興
奮
と
疲
労
と

で
す
ぐ
床
に
つ
い
た
。

あ
れ
か
ら

年
の
間
に
『
マ
タ
イ
受
難
曲
』
を
５
、
６
回
、

20

演
奏
者
は
異
な
る
が
、
生
の
も
の
を
聞
き
に
行
っ
て
い
る
。
そ

の
た
び
ご
と
に
感
動
の
あ
り
よ
う
は
異
な
る
が
、
つ
い
最
近
聞

い
た
『
マ
タ
イ
』
も
ま
た
こ
れ
ま
で
と
違
っ
た
感
動
と
感
謝
の

思
い
で
聞
か
せ
て
い
た
だ
い
た
。

ひ
と
い
き
に

年
と
い
う
け
れ
ど
、
解
説
を
必
要
と
す
る
宗

20

－ ２３ －



教
音
楽
や
オ
ペ
ラ
な
ど
の
生
演
奏
の
場
合
、
各
個
人
が
解
説
プ

ロ
を
繰
っ
て
耳
障
り
な
音
を
出
さ
ず
に
済
む
よ
う
に
、
正
式
な

機
械
の
名
称
も
、
い
つ
、
ど
の
会
場
で
は
じ
め
た
の
か
も
、
わ

た
し
は
知
ら
な
い
け
れ
ど
、
最
初
は
舞
台
の
正
面
の
上
の
方

に
、
字
幕
ス
ー
パ
ー
の
よ
う
な
も
の
が
設
置
さ
れ
、
最
近
で
は

さ
ら
に
そ
れ
が
舞
台
の

両
脇
に
セ
ッ
ト
さ
れ
て
、
観
客
は
か

な
り
見
や
す
く
な
っ
た
よ
う
だ
。

わ
た
し
が
は
じ
め
て
『
マ
タ
イ
』
を
聞
き
に
行
っ
た
と
き

は
、
曲
が
進
む
に
連
れ
て
、
あ
ち
こ
ち
で
が
さ
ご
そ
と
紙
を
め

く
る
音
が
し
て
気
に
な
っ
た
が
そ
れ
が
解
説
を
見
る
た
め
だ
ろ

う
と
気
づ
く
と
、
こ
れ
は
仕
方
な
い
な
と
思
っ
た
の
だ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
２
千
年
の
５
月
に
行
っ
た
と
き
は
、
そ
れ
が
聞
こ
え

な
い
の
で
、
友
人
に
尋
ね
る
と
事
情
を
説
明
し
て
く
れ
た
。

何
れ
に
し
て
も
わ
た
し
た
ち
視
力
障
害
者
は
、
鑑
賞
す
る
も

の
の
内
容
に
つ
い
て
事
前
に
知
っ
て
い
る
か
い
な
い
か
で
、
普

通
の
人
た
ち
と
の
差
が
ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
も
っ

と
も
そ
の
場
で
字
幕
を
追
う
こ
と
に
必
死
で
、
本
当
の
音
楽
か

ら
耳
は
遠
ざ
け
ら
れ
、
音
楽
の
響
き
か
ら
発
せ
ら
れ
る
ス
ピ
リ

ッ
ト
を
聞
き
逃
す
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
（
こ
れ
は
わ

た
し
の
傲
慢
で
あ
る
。
）

『
マ
タ
イ
受
難
曲
』
の
テ
キ
ス
ト
は
マ
ル
チ
ン
・
ル
タ
ー
の

ド
イ
ツ
語
訳
で
あ
る
か
ら
、
ド
イ
ツ
語
が
分
か
り
、
聞
き
取
れ

た
な
ら
最
高
で
あ
る
。
言
葉
を
理
解
す
る
た
め
に
日
本
語
訳
さ

れ
た
『
マ
タ
イ
』
は
や
は
り
無
理
が
あ
り
そ
う
だ
。
バ
ッ
ハ
が

ド
イ
ツ
語
の
響
き
、
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
に
合
わ
せ
て
音
の
配

列
を
決
め
た
以
上
、
日
本
語
が
そ
れ
に
ぴ
っ
た
り
当
て
は
ま
る

わ
け
に
は
い
か
な
い
だ
ろ
う
。

わ
た
し
は
２
度
ば
か
り
日
本
語
訳
の
『
マ
タ
イ
』
を
聞
か
せ

て
い
た
だ
い
て
い
る
が
、
わ
た
し
個
人
の
加
齢
も
と
も
な
っ
て

聴
力
は
衰
え
、
せ
っ
か
く
の
日
本
語
も
よ
く
聴
き
取
れ
な
い
。

そ
れ
に
、
歌
手
た
ち
も
本
来
ド
イ
ツ
語
で
、
イ
タ
リ
ア
語
で
、

と
い
う
よ
う
に
、
西
洋
言
語
発
声
法
を
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
し
て
き

た
人
た
ち
で
あ
る
。
母
国
語
と
は
い
え
、
日
本
語
で
唄
う
に

は
、
日
本
語
の
発
声
法
を
新
た
に
学
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で

あ
ろ
う
。
日
本
の
歌
曲
さ
え
、
西
洋
音
楽
を
学
習
し
た
人
た
ち

の
言
葉
は
聞
き
取
り
辛
い
こ
と
が
多
い
か
ら
で
あ
る
。

大
変
横
道
に
逸
れ
て
し
ま
っ
た
が
、
日
本
語
訳
『
マ
タ
イ
』

を
聞
か
せ
て
い
た
だ
い
た
わ
た
し
と
し
て
は
、
ど
の
み
ち
分
か

ら
な
い
言
葉
で
あ
る
な
ら
、
い
っ
そ
の
こ
と
ま
っ
た
く
分
か
ら

な
い
ド
イ
ツ
語
で
聞
か
せ
て
い
た
だ
い
た
方
が
、
音
楽
に
没
頭

で
き
る
気
が
し
た
。
そ
の
代
わ
り
、
日
本
語
で
の
解
説
、
対

訳
、
書
き
手
の
思
い
入
れ
が
過
ぎ
な
い
確
か
な
解
説
を
し
っ
か

り
読
ん
で
お
き
た
い
と
思
っ
た
。

２
０
１
０
年

月

日

日
曜

10

10
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東
京
漢
点
字

学
習
会
報
告

東
京
漢
点
字
羽
化
の
会

菅
野
良
之

平
成

年
度

第
４
回
（
第

回
）
報
告

22

40

１

日
時

平
成

年
７
月

日

(

土)

22

17

時

分
～

時

分

18

30

20

30

２

場
所

ヒ
ュ
ー
マ
ン
プ
ラ
ザ
７
階

第
１
会
議
室

３

出
席
者
（
省
略
）

４

使
用
教
材

「
漢
点
字
講
習
用
テ
キ
ス
ト

初
級
編

第
四
回
（
全
十
回
）

漢
点
字
編
、
墨
字
編

レ
ー
ズ
ラ
イ
タ
ー
：
良
、
艮
、
皀
、
娘
、
嬢
、
孃
、
何
、

荷
、
奇
、
寄
、
練
、
煙
、
要
、
票
、
眼
、
銀
、
根
、

限
、
退
、
阿
、
河

５

学
習
会
内
容

連
絡
事
項

・
８
月
の
学
習
会
は
休
み
。
９
月

日
、

月

日
、

月

18

10

23

11

日
。

20前
回
の
復
習
（
省
略
）

今
回
の
学
習

５

複
合
文
字
（
２
）

１
．
第
１
基
本
文
字
と
比
較
文
字
で

構
成
さ
れ
る
文
字(

２)

＊
「
良
（
比
：
４
・
５
と
ヤ
：
３
・
４
）
」
を
パ
ー
ツ
と
し

て
含
む
文
字
四
つ
と
、
「
艮
（
３
と
ヤ
：
３
・
４
）
」
を
パ
ー

ツ
と
し
て
含
む
文
字
六
つ
。

艮
は
、
十
二
支
で
表
し
た
方
位
の
北
東
の
位
置
で
、
鬼
門
と

も
さ
れ
、
京
を
守
る
こ
と
か
ら
比
叡
山
に
延
暦
寺
、
江
戸
を
守

る
こ
と
か
ら
日
光
に
東
照
宮
を
建
立
し
た
。

・
「
良

（
比
：
４
・
５
と
ヤ
：
３
・
４
）
」
を
パ
ー
ツ

と
し
て
含
む
文
字
四
つ
。

（

）
「
朗

」
月
（
ラ
：
１
・
５
）
と
ヤ
（
３
・
４
）

20

で
表
し
墨
字
と
は
左
右
逆
。
字
式
は
良
＋
月
。
音
読
み
の
ロ
ウ

は
漢
・
呉
音
。
訓
読
み
に
〝
あ
き
ら
‐
か
〟
熟
語
に
〝
朗
報
〟

〝
朗
朗
〟
〝
晴
朗
〟
〝
明
朗
〟
〝
朗
徹
（
ろ
う
て
つ
：
す
き

と
お
っ
て
い
る
こ
と
）
〟

〝
朗
色
（
ろ
う
し
ょ
く
：
朗
ら
か
な
様
子
）
〟
な
ど
。

（

）
「
娘

」
女
（
フ
：
１
・
３
・
４
・
６
）
と
良

21

（
ヤ
：
３
・
４
）
で
表
わ
す
。

字
式
は
女
＋
良
。
音
読
み
の
ジ
ョ
ウ
は
漢
音
で
「
嬢
」
か
ら

き
た
。
熟
語
に
〝
生
娘
〟
〝
看
板
娘
〟
〝
小
町
娘
〟
〝
愛
娘

－ ２５ －



（
ま
な
む
す
め
）
〟
他
の
読
み
に
〝
豆
娘
（
い
と
と
ん
ぼ
）
〟

が
あ
る
。

（

）
「
郎

」
良
（
ヤ
：
３
・
４
）
と
お
お
ざ
と
（
サ

22

：
１
・
５
・
６
）
で
表
す
。

字
式
は
良
＋
お
お
ざ
と
。
音
読
み
の
ロ
ウ
は
漢
・
呉
音
。
訓

読
み
に
〝
お
と
こ
〟
。

熟
語
に
〝
野
郎
〟
〝
下
郎
〟
〝
外
郎
（
う
い
ろ
う
：
山
口
、

名
古
屋
の
名
産
）
〟

〝
河
太
郎
（
か
わ
た
ろ
う
）
、
河
郎
（
か
わ
ろ
う
）
い
ず
れ

も
河
童
の
異
称
〟
、
他
の
読
み
に
〝
郎
女
（
い
ら
つ
め
：
若
い

女
子
）
〟
〝
郎
子
（
い
ら
つ
こ
：

若
い
男
子
）
〟
。

（

）
「
浪

」
さ
ん
ず
い
（
ニ
：
１
・
２
・
３
）
と
良

23

（
ヤ
：
３
・
４
）
で
表
す
。
字
式
は

さ
ん
ず
い
＋
良
。
音
読

み
の
ロ
ウ
は
漢
・
呉
音
。
熟
語
に
〝
浪
士
〟
〝
波
浪
〟
〝
放
浪

〟

〝
流
浪
〟
〝
浮
浪
〟
〝
浪
漫
〟
〝
白
浪
（
し
ら
な
み
：
盗

賊
の
異
称
）
〟
、
歌
舞
伎
の
演
目
に
〝
白
浪
五
人
男
（
日
本
駄

右
衛
門
、
忠
信
利
平
、
南
郷
力
丸
、
赤
星
重
三
、
弁
天
小
僧
の

五
人
の
盗
賊
の
物
語
）
〟
〝
白
浪
五
人
女
（
須
走
お
熊
、
雲
切

お
六
、
お
さ
ら
ば
お
伝
、
木
鼠
お
吉
、
山
猫
お
さ
ん
の
五
人
の

女
賊
の
物
語
）
〟
、
大
阪
市
と
近
辺
の
古
称
の
〝
な
に
わ
〟
に

は
〝
浪
花
、
難
波
、
浪
速
〟
の
三
文
字
が
あ
る
。

・
「
艮

（
３
と
ヤ
：
３
・
４
）
」
を
パ
ー
ツ
と
し
て
含

む
文
字
六
つ
。

（

）
「
眼

」
目
（
メ
：
１
・
２
・
３
・
４
・
５
・

24

６
）
と
艮
（
ヤ
：
３
・
４
）
で
表
す
。

字
式
は
目
＋
艮
。
音
読
み
の
ガ
ン
は
漢
音
、
ゲ
ン
は
呉
音
。

熟
語
に
〝
眼
鏡
〟
〝
眼
力
〟
〝
眼
光
〟
〝
眼
中
〟
〝
眼
目
〟

〝
主
眼
〟
〝
正
眼
〟
〝
審
美
眼
〟
〝
着
眼
〟
〝
千
里
眼
〟
〝
血

眼
（
ち
ま
な
こ
）
〟
〝
眼
撥
（
め
ば
ち
：

サ
バ
科
の
魚
）
〟

〝
眼
張
（
め
ば
る
：
フ
サ
カ
サ
ゴ
科
の
魚
）
〟
〝
竜
眼
（
リ
ョ

ウ
ガ
ン
：
天
子
の
眼
）
〟
〝
針
眼
（
み
ず
：
針
の
糸
を
通
す

孔
。
針
孔
と
も
書
く
）
〟
な
ど
。

（

）
「
銀

」
金
偏
（
カ
：
１
・
６
）
と
艮
（
ヤ
：
３

25

・
４
）
で
表
す
。
字
式
は
金
＋
艮
。

音
読
み
の
ギ
ン
は
漢
音
。
訓
読
み
に
〝
か
ね
〟
。
熟
語
に

〝
銀
婚
〟
〝
銀
紙
〟
〝
銀
世
界
〟
〝
銀
舎
利
〟
〝
燻
し
銀
〟

〝
銀
閣
〟
、
地
名
に
〝
銀
山
〟
〝
銀
座
〟
な
ど
。

（

）
「
根

」
木
偏
（
キ
：
１
・
２
・
６
）
と
艮
（
ヤ

26

：

３
・
４
）
で
表
す
。

字
式
は
木
偏
＋
艮
。
音
読
み
の
コ
ン
は
漢
・
呉
音
。
熟
語
に

は
〝
根
治
〟
〝
根
底
〟
〝
大
根
〟
〝
蓮
根
〟
〝
羽
根
〟
〝
屋
根
〟

〝
垣
根
〟
〝
禍
根
〟
〝
性
根
〟
〝
精
根
〟
〝
草
の
根
〟
、
地
名

に
〝
島
根
〟
〝
彦
根
〟
〝
根
室
〟
〝
白
根
〟
〝
箱
根
〟
〝
根
岸
〟

－ ２６ －



な
ど
。

（

）
「
限

」
こ
ざ
と
偏
（
サ
：
１
・
５
・
６
）
と
艮

27

（
ヤ
：
３
・
４
）
で
表
す
。
字
式
は

こ
ざ
と
偏
＋
艮
。
音
読

み
の
ゲ
ン
は
呉
音
。
熟
語
に
〝
限
外
〟
〝
上
限
〟
〝
下
限
〟
〝
極

限
〟
〝
刻
限
〟
〝
権
限
〟
〝
無
限
〟
〝
門
限
〟
〝
其
限
（
そ
れ

き
り
）
〟
先
物
取
引
の
受
け
渡
し
時
期
に
〝
当
限
（
と
う
ぎ
り

：
当
月
末
）
、
中
限
（
な
か
ぎ
り
：
翌
月
末
）
、
先
限
（
さ
き

ぎ
り
：

３
ヶ
月
末
）
〟
、
落
語
の
演
題
に
〝
寿
限
無
（
じ
ゅ

げ
む
）
〟
が
あ
る
。

平
成

年
度

第
５
回
（
第

回
）
報
告

22

41

１

日
時

平
成

年
９
月

日

(

土)

22

18

時

分
～

時

分

18

30

20

30

２

場
所

ヒ
ュ
ー
マ
ン
プ
ラ
ザ
７
階

第
１
会
議
室

３

出
席
者
（
省
略
）

４

使
用
教
材

「
漢
点
字
講
習
用
テ
キ
ス
ト

初
級
編

第
四
回
（
全
十
回
）｣

漢
点
字
編
、
墨
字
編

レ
ー
ズ
ラ
イ
タ
ー
：
良
、
艮
、
皀
、
娘
、
嬢
、
孃
、
何
、

荷
、
奇
、
寄
、
練
、
煙
、
要
、
票
、
眼
、
銀
、
根
、

限
、
退
、
阿
、
河

５

学
習
会
内
容

前
回
の
復
習
（
省
略
）

今
回
の
学
習

５

複
合
文
字
（
２
）

２
．
第
１
基
本
文
字
と
比
較
文
字
で

構
成
さ
れ
る
文
字
（
２
）

（

）
「
退

」
し
ん
に
ょ
う
（
ヒ
：
１
・
２
・
３
）
と

28

艮
（
ヤ
：
３
・
４
）
で
表
す
。
字
式
は

し
ん
に
ょ
う
＋
艮
。

音
読
み
の
タ
イ
は
漢
・
呉
音
。
訓
読
み
に
〝
ど
‐
く
〟
。
熟
語

に
〝
後
退
〟
〝
辞
退
〟
〝
早
退
〟
〝
進
退
〟
〝
退
散
〟
〝
退
却

〟
〝
退
室
〟
〝
退
席
〟
〝
退
避
〟
〝
退
屈
〟
〝
脱
退
〟
〝
撤
退

〟
〝
一
進
一
退
〟
〝
後
退
り
（
あ
と
ず
さ
‐
り
）
〟
〝
遠
退
く

（
と
お
の
‐
く
）
〟
〝
不
退
転
〟
な
ど
。

（

）
「
既

」
艮
（
ヤ
：
３
・
４
）
と
４
・
６
で
表
わ

29

す
。
字
式
は
艮
＋
旡
。
音
読
み
の
キ
は
漢
音
。
右
側
の
旡

（
キ
、
ケ
の
読
み
）
は
象
形
文
字
で
ソ
ッ
ポ
を
向
い
て
い
る
状

態
、
食
べ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
意
味
。
熟
語
に
〝
皆
既
〟
〝
既

往
〟
〝
既
決
〟
〝
既
存
〟
〝
既
習
〟
〝
既
得
権
〟
〝
既
の
所

（
す
ん
で
‐
の
‐
と
こ
ろ
）
〟
な
ど
。

＊
「
可

（
ヒ
：
４
・
５
）
と
カ
（
１
・
６
）
」
を
パ
ー

ツ
と
し
て
含
む
文
字
３
つ
。

－ ２７ －



（

）
「
阿

」
こ
ざ
と
偏
（
サ
：
１
・
５
・
６
）
と
可

30

（
カ
：
１
・
６
）
で
表
す
。
字
式
は

こ
ざ
と
偏
＋
可
。
音
読

み
の
ア
は
漢
・
呉
音
、
ア
は
唐
音
。
訓
読
み
に
〝
く
ま
〟
。

熟
語
に
〝
阿
漕
（
あ
こ
ぎ
）
〟
〝
阿
修
羅
〟
〝
阿
弥
陀
〟

〝
加
加
阿
（
カ
カ
オ
）
〟
、
能
楽
の
〝
観
阿
弥
〟
〝
世
阿

弥
〟
、
地
名
に
〝
阿
蘇
〟
〝
阿
寒
湖
〟
〝
阿
倍
野
〟
〝
阿
武
隈

川
〟
〝
阿
賀
野
川
）
〟
、
国
名
に
〝
阿
蘭
陀
（
オ
ラ
ン
ダ
、
和

蘭
と
も
）
〟
。

（

）
「
河

」
さ
ん
ず
い
（
ニ
：
１
・
２
・
３
）
と
可

31

（
カ
：
１
・
６
）
で
表
す
。
字
式
は

さ
ん
ず
い
＋
可
。
音
読

み
の
カ
は
漢
音
、
ガ
は
呉
音
。
。
熟
語
に
〝
山
河
〟
〝
氷
河
〟

〝
銀
河
〟
〝
河
岸
（
か
し
、
か
が
ん
）
〟
〝
河
童
（
か
っ
ぱ
）
〟

〝
河
鹿
（
か
じ
か
）
〟
〝
河
豚
（
ふ
ぐ
）
〟
〝
河
馬(

か
ば)

〟

〝
河
口
〟
〝
河
原
雀
（
セ
キ
レ
イ
の
こ
と
）
〟
、
〝
遡
河
魚

（
そ
か
ぎ
ょ
：
鮭
や
鮎
、
な
ど
河
を
遡
る
魚
）
〟
地
名
に
〝
河

津
〟

〝
古
河
（
こ
が
、
ふ
る
か
わ
）
〟
〝
白
河
〟
〝
湯
河
原
〟
〝
駿

河
〟
〝
寒
河
江
〟
な
ど
。

・
「
何

（
ナ
：
１
・
３
と
カ
：
１
・
６
）
」
と
何
を
パ

ー
ツ
と
し
て
含
む
文
字
一
つ
。

（

）
「
何

」
人
偏
（
ナ
：
１
・
３
）
と
可
（
カ
：
１

32

・
６
）
で
表
す
。
字
式
は
人
偏
＋
可
。
音
読
み
の
ガ
は
漢
音
、

ガ
は
呉
音
。
熟
語
に
〝
如
何
（
い
か
が
）
〟
〝
何
度
〟
〝
何
時

（
な
ん
じ
、
い
つ
、
い
つ
ぞ
）
〟
〝
何
方
（
ど
ち
ら
、
ど
な

た
）
〟

〝
何
奴
（
な
に
や
つ
、
ど
い
つ
）
〟
〝
幾
ら
何
で
も
〟
な

ど
。（

）
「
荷

」
草
冠
（
ク
：
１
・
４
・
６
）
と
何
（
ナ

33

：
１
・
３
）
で
表
す
。
字
式
は
草
冠
／
荷
。
音
読
み
の
カ
は
漢

音
。
訓
読
み
に
〝
に
な
‐
う
〟
。
熟
語
に
〝
出
荷
〟
〝
荷
受

（
に
う
け
）
〟
〝
重
荷
〟
〝
荷
重
〟
〝
集
荷
〟
〝
荷
札
〟
〝
負

荷
〟
〝
稲
荷
〟
〝
明
け
荷
（
あ
‐
け
‐
に
）
〟
〝
茗
荷
〟
、
作

家
に
〝
永
井
荷
風
〟
が
あ
る
。

・
「
奇
（
大
・
ケ
：
１
・
２
・
４
・
６
と
カ
：
１
・
６
）
）

と
奇
を
パ
ー
ツ
と
し
て
含
む
文
字
。

（

）
「
奇

」
大
（
ケ
：
１
・
２
・
４
・
６
）
と
可

34

（
カ
：
１
・
６
）
で
表
す
。
字
式
は
大
／
可
。
音
読
み
の
キ
は

漢
音
。
類
似
し
た
字
に
「
竒
」
が
あ
る
。
訓
読
み
に
〝
あ
や
し

‐
い
）
〟
。
熟
語
に
〝
奇
縁
〟
〝
奇
形
〟
〝
奇
策
〟
〝
奇
術
〟

〝
奇
人
〟
〝
奇
想
天
外
〟
〝
奇
特
〟
〝
奇
兵
隊
〟
〝
奇
妙
〟

〝
好
奇
心
〟
〝
珍
奇
〟
〝
奇
奇
怪
怪
〟
な
ど
が
あ
る
。

－ ２８ －



 

漢

文

の

ペ

ー

ジ

漢

文

の

ペ

ー

ジ

杜
子
春
（
二
）

と

し

し

ゅ

ん

ノ

ニ

レ
ン
ト

其

時
、
日

将
レ

暮
。
老

人

シ
テ

ト

者
、
持
二

白

石

三

丸

酒

一

ト
ヲ

リ

ニ

ム

ヤ
カ
ニ

ハ

ヲ

巵
一

遺
二

子

春
一

、
令
二

速

食
一
レ

之
。

ル
ヤ

リ
テ

ヲ

キ

ノ

訖
、
取
二

一

虎

皮
一

鋪
二

於

内

ニ

シ
テ

セ
シ
ム

メ
テ

ハ
ク

西

壁
一

、

東

向

而

坐

。

戒

曰

、

ミ
テ

カ
レ

ル

モ

「
慎

勿
レ

語
。
雖
下

尊

神
・
悪

鬼
・

ビ

夜

叉
・
猛

獣
・
地

獄
、
及

君

ノ

リ
テ

ト

ス
ル

之

親

属

為
レ

所
二

困

縛
一

万

ス
ト

ズ

ニ

ニ

苦
上

、
皆

非
二

真

実
一

。
但

当
二

不
レ

シ

カ

ル

ラ

シ
ク

ン
ジ
テ

ヲ

カ
ル

ル
ル
コ
ト

動

不
一
レ

語
。
宜
二

安
レ

心

莫
一
レ

懼
。

シ

ニ

カ
ラ
ン

シ
ム

ニ

ニ

ズ

終

無
レ

所
レ

苦
。
当
三

一

心

念
二

シ

ガ

ヲ

フ

吾

所
一
レ

言
」
。

不
思
議
な
老
人
か
ら
十
分
な
金
銭
を
も
ら
い
う
け

な
が
ら
、
生
来
の
浪
費
癖
は
あ
ら
た
ま
ら
ず
、
再
び

無
一
文
に
な
っ
た
杜
子
春
は
、
老
人
か
ら
三
た
び
莫

大
な
金
を
受
け
と
る
こ
と
に
な
る
。
三
度
目
は
人

の
た
め
に
金
を
使
い
世
間
の
義
理
を
果
た
し
て
、
約

束
通
り
老
人
の
家
を
訪
れ
た
。
白
い
丸
薬
と
酒
を
一

杯
飲
ん
だ
後
、
決
し
て
口
を
き
か
な
い
よ
う
に
、
何

事
が
あ
ろ
う
と
も
真
実
で
は
な
い
と
言
わ
れ
る
。

其
の
時
、
日
将
に
暮
れ
ん
と
す
。
老
人
は
白
石
三

ま
さ

丸
と
酒
一
巵
と
を
持
し
て
子
春
に
遺
り
、
速
や
か
に

し

お
く

之
を
食
わ
し
む
。
訖
る
や
、
一
虎
皮
を
取
り
て
内
の

お
わ

西
壁
に
鋪
き
、
東
向
し
て
坐
せ
し
む
。
戒
め
て
曰
わ

し

く
、
「
慎
み
て
語
る
勿
か
れ
。
尊
神
・
悪
鬼
・
夜
叉

や

し

ゃ

・
猛
獣
・
地
獄
、
及
び
君
の
親
属
の
困
縛
す
る
所
と

こ
ん
ば
く

為
り
て
万
苦
す
と
雖
も
、
皆
真
実
に
非
ず
。
但
当

な

ば

ん

く

い
え
ど

た
だ

ま
さ

に
動
か
ず
語
ら
ざ
る
べ
し
。
宜
し
く
心
を
安
ん
じ
て

よ
ろ

懼
る
る
こ
と
莫
か
る
べ
し
。
終
に
苦
し
む
所
無
か
ら

お
そ

な

つ
い

ん
。
当
に
一
心
に
吾
が
言
う
所
を
念
ず
べ
し
」
。

参
照
図
書

岩
波
ジ
ュ
ニ
ア
新
書

奥
平
卓
『
漢
文
の
読
み
か
た
』

－ ２９ －



－ ３０ －

其 ノ 時 、 日将 ニ 暮 レント 。 老 人

者 、 持 シテ 白 石 三丸 ト 酒 一 巵

トヲ 遺 リ 子 春 ニ 、 令 ム 速 ヤ

カニ 食 ハ 之 ヲ 。 訖 ルヤ 、 取

リテ 一虎 皮 ヲ 鋪 キ 於 内 ノ 西

壁 ニ 、 東 向 シテ 而 坐 セシム 。 戒 メ

テ 曰 ハク 、 「 慎 ミテ 勿 カレ 語 ル 。

雖 モ 尊 神 ・ 悪 鬼 ・ 夜 叉 ・ 猛 獣 ・

地 獄 、 及 ビ 君 之 親 属 ノ 為 リテ

所 ト 困 縛 スル 万 苦 スト 、 皆

非 ズ 真 実 ニ 。 但 シ 当 ニ

不 動 カ 不 ル 語 ラ 。 シ 宜

シク 安 ン ジテ 心 ヲ 莫 カル 懼

ルルコト 。 終 ニ 無 カラン 所 苦

シム 。 シ 当 ニ

一心 ニ 念 ズ 吾

ガ 所 ヲ 言

フ 」 。



ご
報
告
と
ご
案
内

一

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

横
浜
漢
点
字
羽
化
の
会
と
東
京
漢
点
字
羽
化
の
会
で
は
、
会

員
の
募
集
の
た
め
の
講
座
を
企
画
し
ま
し
た
。
現
在
横
浜
で
開

催
し
て
お
り
ま
す
。

①
横
浜
で

去
る
九
月
二
十
九
日
か
ら
三
回
の
予
定
で
、
講
座
を
開
催
し

て
お
り
ま
す
。

第
一
日
目
は
、
本
会
の
活
動
の
ご
紹
介
と
点
字
・
漢
点
字
に

つ
い
て
、
岡
田
が
お
話
致
し
ま
し
た
。
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

に
当
た
り
ま
す
。

第
二
日
目
は
、
本
会
の
活
動
の
最
も
核
と
な
る
パ
ソ
コ
ン
に

つ
い
て
、
木
下
が
お
話
致
し
ま
し
た
。

パ
ソ
コ
ン
の
普
及
は
目
覚
ま
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

だ
け
に
本
会
が
活
動
を
始
め
た
こ
ろ
の
も
の
と
は
、
機
能
に
大

き
な
変
化
が
見
ら
れ
ま
す
。
一
般
的
に
は
使
い
や
す
く
な
っ
て

い
ま
す
が
、
当
時
の
パ
ソ
コ
ン
使
用
者
に
は
共
通
し
た
知
識
で

あ
っ
た
「
フ
ァ
イ
ル
」
、
「
テ
キ
ス
ト
フ
ァ
イ
ル
」
、
「
拡
張

子
」
な
ど
の
用
語
が
、
現
在
は
ほ
と
ん
ど
使
わ
れ
な
く
な
り
ま

し
た
。
し
か
し
本
会
の
活
動
に
は
、
大
変
重
要
な
位
置
を
占
め

て
い
る
知
識
で
あ
り
用
語
で
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
お
話
し
し
て
、
漢
点
字
へ
の
変
換
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
あ
るE

I
B
R
K
W

の
お
話
と
使
用
法
の
お
話
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

第
三
回
目
は
、
十
月
二
十
日
の
予
定
で
す
。

ご
受
講
の
皆
様
は
、
大
変
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
下
さ
っ
て
お

ら
れ
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

②
東
京
で

十
一
月
十
日
を
初
回
と
し
た
講
座
を
計
画
し
て
参
り
ま
し
た

が
、
新
聞
に
お
願
い
し
た
広
告
が
、
編
集
方
針
の
変
化
な
ど
で

紙
面
の
縮
小
が
あ
り
、
誠
に
残
念
で
す
が
掲
載
さ
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。

そ
こ
で
、
計
画
を
再
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
次

第
で
す
。

二

『
人
名
字
解
』

昨
年
・
一
昨
年
の
『
常
用
字
解
』
（
白
川
静
著
、
平
凡
社
）

に
引
き
続
き
、
『
人
名
字
解
』
（
同
、
同
）
の
漢
点
字
版
を
制

作
中
で
す
。
そ
の
作
業
も
現
在
最
終
段
階
に
至
り
ま
し
た
。

一
冊
当
た
り
の
ペ
ー
ジ
数
や
分
冊
数
な
ど
の
詳
細
は
ま
だ
未

－ ３１ －



（「横－２］ページから続く）

＊ 「艮 」という文字があります。漢点字では「良 」の〈近

似文字〉とされます。個別には使われることの少ない文字です。音は

〝ゴン・コン〟、訓は〝うしとら〟です。方角では北東を、時刻では午

前二時から四時の意味があります。墨字の「良 」の天辺の点がない

形です。「良 」と同様に、部首として、多くの文字に含まれます。

「良 」は〝リョウ・ロウ〟、「艮 」は〝コン・ガン・ギン・ゲ

ン〟の音を表します。

「良好」「良縁」「悪貨は良貨を駆逐する」

（１６） 可 カ べし

神様に捧げものをして、お告げを聞く形を象った文字と言われます。

中の「口 」は、神様のお告げを聞くために捧げるお祈りを入れる器で

す。〝べし〟と読んで、…してよろしい、…した方がよろしい、…すべ

きである、…しなさいという意味を表します。漢点字では、「 」で

表されます。

「可能性」「可否」「可決」「可視光線」

定
で
す
が
、
そ
の
姿
は
徐
々
に
明
ら
か
に
な
っ
て
参
り
ま
し

た
。近

く
皆
様
に
、
そ
の
全
容
を
ご
紹
介
で
き
る
も
の
と
存
じ
ま

す
。
ご
期
待
下
さ
い
。

『
常
用
字
解
』
と
同
様
に
、
漢
点
字
フ
ァ
イ
ル
で
あ
るE

I
B

フ
ァ
イ
ル
で
も
ご
提
供
致
し
ま
す
。

三

表

彰

横
浜
漢
点
字
羽
化
の
会
は
昨
年
、
「
横
浜
市
社
会
福
祉
協
議

会
会
長
表
彰
」
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
そ
れ
に
引
き
続
き
、

本
年
は
「
横
浜
市
長
表
彰
」
を
い
た
だ
け
る
こ
と
に
な
っ
た
と

の
一
報
を
、
横
浜
市
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
い
た
だ
き
ま
し

た
。今

年
は
本
会
の
木
下
が
、
日
本
盲
人
社
会
福
祉
施
設
協
議
会

か
ら
、
長
年
の
本
会
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
表
彰
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

横
浜
並
び
に
東
京
の
会
員
の
活
動
の
賜
で
す
。
こ
の
よ
う
に

一
般
か
ら
認
め
ら
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
を
励
み
に
、
も
う
一
歩
、

歩
を
進
め
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

会
員
各
位
並
び
に
ご
支
援
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
皆
様
、
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

－ ３２ －



(横－１） － ３３ －

漢点字講習用テキスト

初級編 第二十二回

４ 基本文字 （３）… 比較文字

前回の近似文字

（１） 天 テン あま あめ

「大 」の〈近似文字〉です。「大 」の上に接して、横線を置い

た形の文字です。上の線は、人の上にあるところ、人より上に位するも

のを表します。また、この世の中を治める人、人の上に立つ人をも指し

ます。漢点字では、「 」で表されます。

「天皇陛下」「天上界」「天井」「天国」「天地人」「天の川」「天の浮橋」

（２） 太 タイ タ ダ ふと‐い ふと‐る

「大 」の〈近似文字〉です。「大 」の下の、左右に開いた中に、

点を加えた形です。大きくゆったりした様子、太って立派な様子、大様

に構えた様子を表しています。漢点字では、「 」で表されます。

「太陽」「太鼓」「太郎さん」

（３） 夫 フ フウ おっと おとこ

「大 」の〈近似文字〉です。「大 」の交差させた横線の上に、

もう一本横線を交差させた形の文字です。成人した男性、背が高く体格

の大きな男性を表しています。そこから一家を構えた男、つまり〝おっ

と〟の意味が生じました。さらに漢文では「それ、かの」と、指示詞の

働きもあります。漢点字では、「 」で表されます。

「夫婦」「夫妻」「夫人」「農夫」「漁夫」「工夫」

（４） 片 ヘン かた ひら

「出 」の〈近似文字〉です。木を薄く切った切れ端を象っている

と言われます。「ヘン」の音で、小さな切れ端、「ひら」と読んで、薄い

もの、「かた」と読んで、二つで一組となるものの一つ、中心から離れて

いる、十分でないという意味を表します。イギリスの貨幣の単位、〝ペ

ンス〟にも当てられます。漢点字では、「 」で表されます。

「片方」「片田舎」「片手間」「一片の写真」



－ ３４ － (横－２）

２．対、あるいはグループをなす比較文字 （２）

※ 「高い」と「低い」

（１２） 高 コウ たか‐い たか‐める たか‐まる

高い建物を象った文字と言われます。背が高い、高いところ、山や丘

のように、土地の高まったところを意味します。そこから、優れた、価

値のある、名のよく通ったという意味が生じ、さらに、価値の目安、価

値の評価にも用いられます。漢点字では、「 」で表されます。

「高等学校」「高音」「高温」「高名」「出身高校」「高速道路」「売り上

げ高」「高をくくる」

（１３） 低 テイ ひく‐い ひく‐める ひく‐まる

多くの人が、平らにならした土地に住んでいる形、ならした土地は、

周囲より低くなるために、〝ひくい〟という意味が生じました。この後

にご紹介する〈近似文字〉の「氏 」の下に横線を引いた形が旁で、

土地を平らにならすことを意味しています。この部首が〝テイ〟という

音を表して、色々な文字に含まれます。この文字は、これに人偏がつい

て、〝背の低い人〟という意味を表すことになりました。漢点字では、「

」で表されます。

「低木」「低価格」「低空飛行」「低湿地帯」「低成長時代」「景気低迷」

※ 「優・良・可」

（１４） 優 ユウ やさ‐しい すぐ‐れる

この文字の旁「憂」は、しなやかな身体の動きを表した文字です。こ

れに人偏を付けたのが、この文字です。〝すぐれる〟と読んで、他より

抜きん出ていること、能力があることを意味し、〝やさしい〟と読んで、

ものごしが柔らかいこと、思いやりのあること、暖かみのあることを意

味します。漢点字では、「 」で表されます。

「優秀」「優美」「優艶」「優勝」「優勢」「優劣」

（１５） 良 リョウ よ‐い

この文字は、水で洗った穀物の丸い粒を象ったものと言われています。

質のよいもの、よい行い、また人格の優れていることを意味します。漢

点字では、「 」で表されます。既に出ている文字では、「食 」の中

に部首として含まれています。

（32ページ下段へ続く）
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▼
岡
田
さ
ん
の
「
報
告
」
に
あ
る
よ
う

に
、
漢
点
字
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
た
め
の

講
習
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
、

熱
心
に
お
聞
き
に
な
っ
て
お
ら
れ
る
よ
う
で
す
が
、
実
際
の
と
こ

ろ
今
ま
で
に
耳
に
し
た
こ
と
の
な
い
よ
う
な
用
語
が
い
っ
ぱ
い
出

て
き
て
、
だ
い
ぶ
戸
惑
っ
て
お
ら
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

今
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
性
能
は
と
て
つ
も
な
く
大
き
な
も
の
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
を
一
般
の
方
が
扱
う
に
は
複
雑
で
難
し

い
内
部
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
見
せ
な
い
よ
う
に
し
、
簡
単
に
操
作
で

き
る
表
面
の
み
を
表
に
現
し
て
間
違
い
な
く
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を

動
か
せ
る
よ
う
に
す
る
と
い
う
傾
向
が
ま
す
ま
す
顕
著
に
な
っ
て

き
て
い
ま
す
▼
し
か
し
、
漢
点
字
を
打
ち
出
す
た
め
の
デ
ー
タ
フ

ァ
イ
ル
を
作
り
、
実
際
に
点
字
プ
リ
ン
タ
ー
を
動
か
す
と
い
う
作

業
は
、
若
干
特
殊
な
分
野
を
利
用
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
今
で

は
「
外
字
」
を
自
分
で
作
っ
て
そ
れ
を
登
録
し
て
使
う
な
ど
と
い

う
こ
と
は
一
般
的
で
は
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
す
。
そ
う

い
う
も
の
は
専
門
家
が
作
っ
て
皆
さ
ん
に
供
給
す
る
と
い
う
考
え

な
の
で
し
ょ
う
。
数
多
く
の
「
異
体
字
」
が
、
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
の

外
字
コ
ー
ド
に
す
で
に
割
り
当
て
ら
れ
て
い
て
、
ユ
ー
ザ
ー
の
皆

さ
ん
は
そ
れ
と
知
ら
ず
に
こ
れ
を
利
用
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
便
利
に
は
違
い
あ
り
ま
せ
ん
が
、
実
は
漢
点
字
は
そ
こ
ま
で

は
対
応
し
て
い
な
い
の
で
、
漢
点
字
変
換
が
で
き
な
い
と
い
う
大

き
な
問
題
も
生
じ
て
い
る
の
で
す
▼
素
人
は
外
字
の
作
成
な
ど
考

え
る
な
と
い
わ
ん
ば
か
り
に
、
そ
れ
に
必
要
な
「
外
字
エ
デ
ィ
タ

ー
」
は
、
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
の
「
す
べ
て
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
か
ら
も

消
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。
長
年
こ
れ
を
愛
用
し
て
き
た
わ
れ
わ
れ

と
し
て
は
、
不
便
で
あ
る
と
同
時
に
と
て
も
寂
し
い
思
い
を
し
て

い
ま
す
。

（
木
下

和
久
）

編

集

後

記

（有）横浜トランスファ福祉サービス
障害者自立支援法の下、障害者にガイドヘルパーを派遣して、外出を

支援しています。対象は、横浜市在住・在宅の、視覚・肢体・知的重度

障害者。

常時募集・ガイドヘルパー：資格・ホームヘルパー２級以上、および

視覚・肢体障害者移動介護研修修了。

業務概要：上記障害者の外出支援。詳細は担当・柳田まで。

〒231-0063横浜市中区花咲町1-46-1

GSプラザ桜木町1104

電話: 045-263-0306

FAX: 045-263-0316

－ ３５ －


